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はじめに

親しい友達との「おしゃべり」では,時間を忘れて語り合うのに、大勢の人々の集

まった場所で、まとまった話をするという場面になると途端に、恥じらいためらって

口をつぐんでしまう。こういう人が少なくない。子供達の普段の様子を見ていると,

冗談を言って人を歓ばせる人が好まれ、真面目な人が敬遠されている.例えばテレビ

の人気タレントでも、冗談を飛ばして人を笑いに誘う人が好まれ、誠実な役柄の人が

話題に上らない。言い換えれば,冷静かつ理知的で理詰めな事態に対して高い価値を

置く考えが無いことを意味していると言ってよいだろうo　また、知的社会の未成熟さ

を示して余りがあるとでも言えようか。このように感性を気健なままに放置して、理

性を軽んじる現状を、憂えている。これでは、キレる若者が増える現状から脱出でき

ないのではなかろうか。理性的な人間を増やし、理路整然と物事を処理していく子供

を増やしたいと思う。

理性的にものを言うことが大事にされる国語教室が全国各地で普通に行われるよう

になれば、キレる子供が自然に少なくなっていくのではなかろうか。ものごとの論理

的な叙述に価値があるという姿勢を初等教育段階から教えて行かなくてはならないだ

ろう。理知的なものに、高く評価を置く風潮を日頃から育成していく努力が要るであ

ろう。理性的なもの言いを大事にする実践を心がけていくようにしたいものである。

地道な繰り返しにより、価値観の転換を導いて行かなくてはならないと思われる。と

かく、日本的風土とか言って、情緒好みを日本人気質にまとめあげてきた惑弊がある。

従来の日本人論のマヤカシに甘んじていては、進歩は無い。知的な反省と理性重視に

よって、情念に偏りすぎる国語科の授業を見直すべき時期が来たのである。

もう一つ、具体例を挙げよう。 「口答え」という語がある。返答という意義なのだ

が、教育現場では、先生の教えに背いたり、反抗したり, 「揚げ足をとったりする」

ことを意味している.つまり、コミュニケーション作用の一部であるところの「口答

え」が、 「反抗の弁」というマイナスの意味に使われているのである。日本における

教室が、先生の言葉を一方的に生徒に伝える機構でしかない経緯を物語っていよう.

対等な応答とか、相互の会話という次元で捉えられてはいないのである.一段高い位

置から先生が、教材についての解釈を一段低い位置の生徒に向かって、伝達していく

機構としてしか、位置づけられていない暗嘘が見える。従って、日本の教室では、デ

ィスカッションが成立しにくいのである。 「口答え」という語句を無くしていく努力、

つまり、先生も生徒も一緒になって、自由な国語教室を創造していく努力を粘り強く、

行っていかなくてはならないのであるO

幸いなことに、実社会からの要求で、 r手紙の書ける子を育ててほしい」とか「報

告書や企画書の書ける子を育ててほしいJ　とかの要求が、出てきた。役に立つ国語力
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を高校現場にも求める風潮が見え始めた。いわば、実用日本語への期待である。社会

一般から遠い教育現場でも、やっと、実用日本論への理解が芽をだしてきた。まだま

だ、センター入試は、名文の解釈と鑑賞に留まっているけれども、早晩、時代の空気

を感じざるを得ないであろうと思われる。

今後の国語科の中心課題は、何か.Lそれは、 「小論文を書く国語授業」が中心に置
かれるであろうという予測である。または、 「説得文を書く国語授業が中心になるで

あろう」と思う。今までのように、名文や詩歌を味わうだけの似非文芸家の真似をや

らせてきた国語教室ではダメである。 「一億聡詩人」の養成を暗に目標にしてきた従

来の国語教室の誤謬を人々が感じ取るようになったのである。

美辞麗句を並べたエセ文芸文よりも、簡潔で科学的な生活文が書ける方が,成績の

良い子であるという評価が定着しなくてはならない。理知的で筋道の通った文が書け

れば、ノーベル賞に値する科学的な小論文が書けることを知らせなくてはならない。

技巧的な文や巧みな比職に塗り固められた文が書けるのが、国語科の仕事だとは考え

ない方がよい。下手な文章でも、簡潔に中身がしっかり押さえてある用意周到な文章

が良いのだ、と教えていくことの方が大切である。

本冊では、 「小論文教室」と「記録文・企画文教室」との二つの演習を学生たちと

一緒に研究し,指導案まで、書かせたo試行錯誤の指導案ばかりではある.まだまだ、

未熟な指導案に違いない.それでも、新鮮な意欲が感じられ、はは笑ましくなること

は確かである。是非、諸賢にご一読いただき、今後、論文指導や記録文指導がどんど

ん盛んになる上での参考にしていただきたいと切に希望している.

理知的な国語教室の発展のた臥　理性的な国語授業の建設のために、ご尽力をお願

いいたしますO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(江端)

平成16年2月19日
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第一章　誰にでも書ける小論文

第-鮪　「文学的文章指導」から「鑑賞文指導」へそしてr説明的文章指

導」から「説得文指導」 -

江端義夫

1. 「鑑賞文」の指導及びIr説得文」の指導を推準しようOそして、 r文学的文章」

の掃導、 「説明的文章」の指導という語句を廃止しよう

例えば、教科書に載っている教材を大きく二つに分類して、一つをr文学的文章」

とし、他方を「説明的文章」とに分ける。変だなと思いながら、この分け方に従って

きたのが大方の例ではなかろうか。少し考えてみると、 「軌の文字で繋いで、熟語

を作った「文学的文章」と柱何だろうか、と問われると、返答に困ってしまうO 「文

学」そのものならば、 r的Jの文字は要らないoそこで、国語教室では、文学の手ほ

どきをするのが目的ではないので、 「的」の文字を入れて、 「文学的文章」にするのだ、

と納得することになる。しかし、 「的」を使って、芸術性を重視していることを排除

してはいないと弁明したことになっている。誤魔化した青い方なのである。

他方の「説明的文章」はどうであろうか。例えば企画の説明書や器機を使用する手

順が書かれたマニュアルならば、完全にT説明文j　と言って良いであろう。例えばデ

ジカメの使用の仕方が説明された文章に従って操作すれば、写真が撮影できたとする。

その文章は、正に説明文であり、ガイディング・センテンスである。 r軌の文字は

要らないo

ただし、 「説明的文章」と日本で言い習わしている場合に杜、例えば毎日刊行され

る新聞の文章をも含まれている。しかし、新聞の文章は必ずしも「説明」を旨とした

文章だけとは限らない。むしろ、新聞の文章は「記録文」であり、事実の記録が目的

である。解釈を敢えてする必要がある場合には、立場の違うAさんとBさんとの意

見を併記することで形式を整える。だから、新開の文章を「説明的文章」の中に含め

る現在の国簿教育界の非常識は、早速、改めていかなくてはならない。その他にも、

意見文や評論文をも「説明的文章」の中に含ませているのも間藤である。現状は、極

めて便宜的な分類になっているo子供達が実際の文章に触れた時には、相当の違和感

を抱くのではないかと心配している。

その原因は、国語教育界にあるのではない。戦後の国語学が国語教育と棟を分かち、

学問のための学問へと突き進んだことに最大の原因がある。他方、国語教育界も独自

の国再教育実践ばかりに研究の進路を向けた。両者は、互いに喧嘩腰になり、互いの

_i-



架け橋を作ろうと埠してこなかった。現在も国語教育界では、学問としての独自な牲

界、額域、体系を求める努力に懸命なのである。それは、自分のお城を作らなくては

ならなかった経緯から理解できるO　しかし、犠牲になったのは、子供達なのであるO

子供たちの為に国語教育用語の真剣な定義をするという動きは管見によるかぎり、

見られないoかつての西尾某氏、時枝誠記氏、藤原与-先生、遠藤嘉基氏らによる国

語教育界への卓見は、昭和40年代を境にして増えてしまった。観念論だけが残り,

理と情の国語教育とか、文章の研究とかで啓蒙的な発音はあったが、実質は何も無か

った。国語学が科学に向かい、チョムスキー旋風が吹き、比較言語学の隆盛の波にも

まれたために、人間本位で唆味な国語教育臥場違いなものと見なされることにもな

ったo昭和40年代で国語教育は科学的な歩みを停止した、と筆者などは受けとめて

いる。その代わりに、国蕃教育界では、心理主義が取り入れられた。認知とか代表的

な実践者の称揚とかで、行為者の賞賛に力を入れた。国語そのものを厳しく見つめる

のではなく、教育活動や運動を讃えることで、一つの世界を築く努力をしてきた。こ

れもあって良いことだとは思う。記述主義と言うこともできるだろうか。資料を繋ぎ

あわせて書き付ければ、書き手の解釈が出て、歴史考察になりうるからであるO歴史

研究の型、実践記述の一応の型というものを眺めてきたのであったO

しかし、先に指摘したように、昭和40年代で、本物の国語教育は停止した,と筆

者は感じている。国藩を見極める進歩が停止したr国爵教育用帯の研究」は、その後

も、全くそのままなのであるO筆者の不勉胤こよるのかと思われるけれども、市川孝

氏や永野賢氏のような架け橋の仕事をする研究者が、殆ど輩出していないのである。

国語学と国語教育との間の韓があまりにも大きく隔たり過ぎてしまったo例えば、国

語学の若い研究者は、国語教育に全く関心を寄せない。逆にまた、国藩教育の若い研

究者も、どんどん先鋭化していくアメリカ的な国語学について行けない。モダリティ

ーとかアスペクトとかの文法用語が訳語なしで飛び交う。横文字を嫌う催界では、尚

更に忌避してしまう。挙げ句の果てに、国語学が消え、日本藩学に吸収されることに

なってしまったのである。国語教育がすがるべき学問的な会がついに,消えてしまっ

た。不拳なことであるOいま、言葉の教育としての国藩教育と叫ばれてきたのに、咽

軌のことで、国醇の具体を親しく問い合わせる国籍学会が無くなってしまった。

さて、国語科学と子供研究と実政法の統合が緊要なのにである。子供達を主体に置

いて、文章を書かせる段になったときには、用語の検討から始まって、国帯教育での

昔執こも目配りし子供の発達にも気配りしつつ本当の国語教育が求められているのに

である.Oそれに気づいて欲しいと真剣に考えて訴えたいのにである。

しかし、誰も忙しい。研究者は、論文作りや成果主義に追われて、余裕が無い。実

践者は、毎日の多忙な実践と報告書作りに追われて理想を追う余裕が無い。いろいろ

な事情があって、現在があるOそういうものだO
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戦後及び昭和40年代以降に、国籍教育真金時代があったO国藩教育学を目指して、

懸命な努力が見られた。しかし、本当に必要な国語力とは何か、という板木的な命題

を考えないで来たしわ寄せが見られるD最近、そのことに、気づくようになったo確

かに、国語教育学者が育ち、個体史、実践史、指導論も優れたものが多数、刊行され

ている。いわゆる業練が出ているoただ、本当に子供達の国語の力は、伸びたのであ

ろうか。

たとえば、一つの教材について解釈と鑑賞をすれば、それで十分に時間はかかる。

国語の力を子供達につけてやったことにはなる。それ以上に何を詮索するのか、と言

うことであろうか。大事なことが欠けていないだろうか。それは、その教材を使って、

子供達に何を教えたいのかという目的観の閥唐である。言い換えれば、教材を読みと

って鑑賞し感動する心を育成したいのか、それとも人間模様の理解を通して常識を教

えたいのかということである。又は、文芸文の書き手を育てたいと密かに考えている

のかも知れないQそうではなくて、たいていは、ただ浜然と、甘い雰困気や巧みな日

本語の物語に陶酔する歓びに満足しているに過ぎない場合が少なくないのではなかろ

うか。

文章の全てが、何らかの審く目的を持って書かれている存在である。その目的を客

観的に捉えていけば、従来のように「文学的文章」と　r説明的文章」という二つの用

語で分割することが不合理だということに当然、萄づかされることであろう。

言語そのものの厳密な凝視がなくてはならないのではなかろうか.それが、富徳の

教育としての国蕎教育であろうと、筆者などは考えている。国語カを瓢知やメタ解説

や言説に持っていかないで、字義のままに形式としての書籍を直視する力をこそ、大

事に教育しなくて埠ならない。そんなことを言えばi叱られるかも知れない。

しかし、言語習得親の幼い子卿ま、音譜の形式に敏感に反応することによって、論

理とイメージを形成してい?たのである。戦後、誰もが、 「形式的だjと言えば批判

の言辞になったけれども、 r形式的」という語句を真実に、しかも本気で考えようと

しない限り、国語教育の再生杜無いと私などは密かに思っている。

文章を読んで、直ぐに中身を考え、作者の生き方や本文の主題を質問したりするよ

うな、一般的で平凡な実践が、普通になってしまったし、こうした実践に疑いを抱く

者もいないO一字一句の使い方に作者の特異さを発見して一審-憂する子供心杖、ど

の先生によっても誉められないし、大事な国活力-の視点にもなっていない。空しい

ばかりである。みな、精神主義、観念主義、国簿無視主義に陥ってしまっているo国

語の無い国語授業が、全国で行われている。授業がやりやすいからである。また、国

蘭学者が教育から身を引いたからでもある。書かれた国藩を一文字一文字、全部につ

いて辞書を引かせて、郡釈するほどの言葉主義は、もう、戻って来ないのであろうか。

国語そのものをしっかりと見つめる国語教育に立てば、 「文学的文章」とか「説明
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的文章」とかと噴味な言い方で済ますことが、いかに子供を編すことになるか、理解

できるはずである。全ての文章は、目的が明噺であるO誰かを説得するた糾こ書かれ

た文章ならば、 「説得文」と言うべきだし、小説教材などは、解釈して鑑賞するのだ

から「鑑賞文」と一括する方が納得させ易いOその教材が文学としての出来具合が良

いとか良くないとかの詮議に及ばないのだから.わざわざr文学的文章」などと言わ

ない方が良いであろう。

人が物を言い、文章に表そうとする時、何らかの目的を秘めて行うものであるD文

芸的な目的のものは、 「鑑賞文」と見なして、教室での読解に繋げば良い。それ意外

の数多くの文章については、説明的文章としないで、 「説得文」とすれば、すっきり

と誰にも容易に受け入れられるのではなかろうか。

三十年間くらい、大学での「国語表現研究j授業に携わっていて、このごろ、黙っ

ていては責任が果たせないと思うようになり、少しずつ、求められれば、口を開き始

めたO上の二分類も長年、考え続けてきた点の一つに過ぎない。以下に、二分法とは

言いつつも、二点半分類(または、三分類)になるということを述べることにする0

2.文章は、 「鑑賞文J. 「説得文J ・ r気健文」の三分類で揖噂しよう

国籍教育の現場では、長い間、文章を二つに分け、 T文学的文章」と「説明的文章」

と言ってきたO　この分類に疑問を挟んだ人の論考を見開きしたことが無いO筆者は、

可笑しいなあ、という感じを抱いてきた。が、誰にもそのことを話す機会が無かった。

国語の教科書に載っている教材が、 r文学」と「説明文」とに二分されるというの

は、奇妙だOわざわざ、教科書に載った作品を地ならしして、文学であろうと非文学

であろうとを問わず、水平化することによって、 「教材J　と言うことにしたのであっ

たOそれでありながら、なおかつ、 r文学的文章j　と言うのは、文学-の拘りでしか

ない。偏屈なコンプレックスを露呈した言い方になっているOでは、国語の教材で「文

学とは何か」ということを問うことがあるだろうかQ無いはずであるOだから「文学

的文章」と言うことは弊害こそあれ、恩恵を受けることは無いOせっかく　r教材j　と

いう言い方を獲得したのだから、 r的Jを使うことによって、得体の知れない「文学

論議」に義理立てする必要はないのでは無かろうか。他方の「説明的文章」という言

い方も文学と説明との帯句が対比しない点で、納得の行かないものであるD

筆者は、 r文学的文章」と言わないで「鑑賞文」と言うべきだと考えている。そし

て、 「説明的文章」の代わりに「説得文」と言うべきだということを述べ、なおかつ、

日記などの気健な文章を別に取り立てて、 「気偉文)として位置づければ、分類体系

が鮮明になると心得ている。それらの体系図を示せば、以下のとおりである。 Aが鑑

賞文、 Bが説得文、 Cが気健文であるO
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卒業論文

説明文

報告文

公用文

企画文

記録文

上の図で見られるように、 Aは、従来の言い方では、 r文学的文軌であるo文学

を特定の型にあてはめて、これは文学ですよ、と枠にはめているのが異常なのである。

それよりも、これらの教材を解釈したり作者の研究をしたりして、文芸の芸術性を味

わうのだから、一口に芸術文の鑑賞を目的にしていると見なしてよい。そこで、目的

が究極的に鑑賞をすることにあるとして、これらを鑑賞文とするのである。子供達が

それらの文章に手を加えて書き直したりすることが許されないのであるから、ただ単

に鑑賞するしかない。報告文や作文との違いは大きいO絵画を鑑賞する際に、手で触

ったり写真に撮ったりするこ・とが出来ないのと同じで、読み味わうだけしか許されな

いOだとすれば、鑑賞文と言っておいた方が良いであろう。飾り物としての文革なの
だから、プロの作家が書いたものだよ、ということが分かれば良い。それらを「わざ

わざ、 「文学的文章」と言うのが却って、可笑しい。文学を、企画文や報告文や小論

文などの文章よりも優れたもめだという錯覚を植え付けてはいないであろうか。その
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間違いに国語教師桔気づいていないo仕事文と言われている実用の文章に臥実用の

文章なりの長所があるOその点-の配慮が国藩教師に必ずしも無かったと思われる。

文学青年のままで、歳を経た国帯教師が、文学のみを尊重して、実用の文章を軽蔑す

る姿をしばしば見るにつけ、子供達へのバランスの取れた国語指導が期待できない現

状に概嘆したことがある。国語指導を地歴公民の先生に託した方が良いのではないか、

と真剣に考えざるをえないのであるO

特に、 Bの説得文となれば、大学でのレポートをはじめとして、学術文をも含めて

一般社会での実用文の殆ど全てが含まれる。これらの文章についての指導が、国語教

師によっては教えられていないという事実をしっかりと忍識しなくてはならない。学

校教育の場で臥生きた機会が無いのは止むを得ないが、だからと言って、子供達を

保護観察下においたままで良いかどうかという間者とは別である。生きる力は、正に、

作家の真似をさせて、作家を育成することではない。むしろ、作家の文章を教育現場

で重視しすぎたと言える。感情のままに行動するならず者の生き方を、道徳教育の代

わりに学んだのである。言い過ぎかも知れないけれども、国語科教材と言えば、直ぐ

に小説教材のフィクションを思い出すような連想が出来てしまっている。ワンパター

ンの国語科イメージの固定化である。薗ろしいことである。手紙一本書けない青年が

大人の仲間入りをするなどという国語力の低下現象があるdそれでいて、エゴの固ま

りのままで、身勝手な振る舞いをしてもその非人間性に気づかない.のである。教師も

見て見ぬ振りをしている。価値観を教えない十人十色だと言うだけで、自分の意見は

青わないで済ます。先生も患者になりたくないとして,責任のある立場に立たないO

生きているのか死んでしまったのか、自己の意見を表明する国語教室の場は無い。先

生も意見を言わない。子供の背後にいる父兄の顔が恐ろしい。意見文指導は仮にもす

るが、教師自身の意見は書わないで済ますOいろいろの意見が出て良かったね、と言

って纏めるのであるO子供と先生との問に信頼的係が無いo叱っても愛情の表由だと

分かれば、子供は、先生に抱きついてくる。しかし、教師も子供と距離を置くDする

と子供も敏感にそれを察知するB

大正期には、綴り方教育が盛んに行われて、生活の苦しさを励まし合うのに、助け

となった。しかし、国藩教師が恵まれない子供に生活の苦しさを作文に書かせて、 「頑

張れよ」と励ますような場面などあるだろうか。そんな美談に巡り会いたいと、どの

教師も思っていない机　しかし、金八先生はいつもあり得るO心がけ次第で、都会で

あろうと田舎であろうと、金八先生になれる。そのように振る舞うことによって、 「生

きる力」を育てる説得文指導の場を作っていくようにしたいものである。

最後に、 Cの気億文があるQこれは、日記・随筆・作文などの文章を一括した青い

方である。これは、定型を教えると途端に面白くなくなる。気健に、だらだらと書く

から面白いのであり、数奇な運命だから、下手な文革でも面白いということがある。
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発想の面白さがものを言う。だから、これらを従来の分け方のように「文学的文章」

と言っていたのでは、本当の良さに気づかないまで、大人になってしまう。国語の教

師は何を教えたのか、と疑わざるを希なくなるのである。奇抜さや数奇さ、体験の卓

越さなどに目を見張らせる。そのように、文章の有様そのものに注目して教えなくて

はならない。それらの文章が何のた桝こ存在意義を持つかということに着眼してほし

い。その文章を書きたかった人の願いが分かるはずである。

一つは、鑑賞してほしいという廉いの龍もった文章である。もう一つは、伝達した

い内容があってそれを訴え説得して、吾が思いに引き込みたいという文章である。こ

れを説得文と言う。最後の文章は、気位文と言う。徒然なるままに、 -人畜りをする

文章である。このように三つに文章を分ければ、国語教室での教材指導臥明噺に子
供を導いていける。

3.生きるカの育成へ

従来取り上げられてきた多くの教科書教材は、いわゆる「文学的文章」であったC

ここで言うところのr鑑賞文」である。読解を中心にした読みの教材であるo　これら

は、どうしても読み味わうことが求められるた糾こ、積極的になれ,と言われても限

界がある。例えば、既に過去の人になっている作者に向かって、手紙を出しましょう

という授業を行う企画があったとしても、作為的で何かしら、嘘っぽさが見えて、真

剣に取り組めなくなる。

それに対して、説得文は違う。正に生きる力を付けるのが目的である。社会で有効

な国語力である。当たり前すぎて、どのように教えたらいいか、戸惑ってしまうとい

うような国語力のことである。ただし、その当たり前であるが故に、どのようにその

力を系統的に教えるべきかという点で、国語教師に知識の蓄えが無い。無限とも考え

られるし、無秩序とも言える実用国藩のノウハウを、如何に秩序づけて教材化してい

くかという困難な課題がある。

今までの国藩教師は、与えられた教材についてカリキュラムに基づいて教えていけ

ば良かったので、安心してレールに乗っていけたO　しかし、当たり前の国帯力をどの

ように自覚的に捉えて、どのように発達段階に応じた教材に仕分けていくかという難

題には、多忙な教師こは不向きな作業である。カリキ立ラムについて考える抽象作業

よりは、具体的な教材についての解釈作業に得手があるのであろう。誰もがどのよう

な国番数轟ででも子供達に対して、教えられるように細かな指導案の見本を作って示

してあげなくてはならない。そういう例をいくつも用意して、誰にでもできますよ、

と安心してもらう手だてが要るように思われる。そのような工夫をすることにしたい

と思われるO

_7_



先の図で掲載したように、 「生きる力jの直接的な発揮は、正に「説得文」の形を

取っている。会社に入れば、常にr報告文jを書かなくてはならない。公務員になれ

ば、互いに「公用文」を書くのが仕事になる。大学生とか研究者にでもなれば、 r学

術文」やr卒業論文」を書くであろうO新聞社に入れば、新開記事という「記録文」

を書く。或いはr評論文」という　r社観」を書くことになるかも知れない。ともかく

も、社会に出れば、これらの文章を書かざるを得ないのである。それが「生きる」と

いうことの人間的な意味なのである。・生きるカを付けるとは、こういう　r説得文」が

書けるようになる、ということを意味しているOかかる仕事文を塵祝しないで、専ら

文学的文章に逃げていたのは、怠慢と譲られても仕方のない話である。国語教師が社

会から切り離されていたのであるO社会に背を向けてきたのでもある。現実離れのフ

ィクションに遊んで、それをこそ、国藩の特質とさえ、思いこんできたのであったO

言い換えれば、下俗な社会の下俗な文章など取り上げられるか、と一喝したい感情

をお持ちかも知れないoそんな高踏な意識さえ推廃されうるo文学がそんなに高尚な

ものかどうか、怖いたいところであるが、一般社会から遠いところに国語教材が位置

づけられていたことは確かである。従って、国語教師札意識するとしないとに関わ

らず、社会から逸脱して生きることが当然の在り方に慣らされてきたようである。何

かズレているO教員の中には敬語を使って手紙を書くことを嫌ったりする人がいるo

手紙の作法やしきたりを嫌って、わざと自由に書かせることを粋と見なしたりしてい

る人がいる。伝統的な型のあるものごとに対して抵抗を示されるO個人的な抵抗姿勢

を子供達にも強要なさるのである。そして、自由に書け、型を破れと言い続け、型さ

えも教えないで自由に書けと言われる。結果として、 「教育」が消えるo子供達は、

文字は知っていても文化を教えられないので、それらの文化を超えていくカも発揮で

きない。教育現場に見られる「自由」 -の憧れと抵抗意識には、行き過ぎがありはし

ないだろうかo恋いや浪費だけを良しとしていては、生きる力が付けられない。社会

が求めているのは、今までの国語教師の考えていた国語力ではなく、当たり前の交渉

力、英語でメールを直ぐに打てる言語カ,十年計画のプロジェクトが直ぐに書ける文

書カ、初対面の人と適切な敬青を使用して会話が出来るコミュニケ-シヨンカ、など

であるDそして、当然、日本文化の根底に存在する源氏物語や平家物語-の深い追討

は言葉の端々に出てくるようでありたい。そんな人間を育てることが求められるO

このように述べてくると、社会に開かれた国語力を付けるためには、是非とも　r説

得文」の指導が中心にならざるを得ないということになる捻ずである。今後は、説得

文教育に軸足を移して国語授業に臨むべきであろうO

以上、昭和40年代以降の国語教育界を鳥醸して、その根源的な課題を取り上げ、

改善の方向を記して、今後の努力に期待した。大方のご理解を梅たいと思う。
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第二節　小論文即鋭得文指導の実践

1.掃導以前の小論文一一-I-自己PR文を書かせたら??㍗

江端義夫

小論文の指導をする際に、大学二年生の前期諌程の段階でどんな表現力を持ってい

るかを確認してみることにした。

まず、課埠として、四年時の七月ごろに各県の教員採用試験を受けることになるの

で、各自が希望する県教育委員会に握出する逮厳禁に書く　r自己PR文」を練習して

もらうことにした。この時期に自分を見つめ直し反省する機会があるのは、大事なこ

とである。早糾こ、人生の日的意識を確立させることも大切である。この課唐は、正

に一石二鳥だと考えられた。ただし、裸塔を出す前には、説得文の技術などについて

何も指導をしなかったO書いた後、隣の席の学生が添削した。互いに交換し合って、

内容を客観的に見直させた。従って、次の写真に臥二種類の文字が見られるはずで

ある。氏名については、プライバシーを保護するために、省略して、名前の最初の漢

字の一文字だけを掲げ、後は消した.添削者の名前についても同様とした。

掲げた例の全体を眺めると、次の点に気づかされる。 ①まずは、素直な心のよく表

現された文章ばかりだということである。次に、 ③こんなに心の康しい学生らが高校

国藩の教師になってくれたら,きっと日本は良くなるだろうな、と思われたことであ

る。しかし、 ③書く際には、もっと、蘭み手の側に身を置いて、効果的な文章にしよ

うという配慮が必要だと思われた。これが欠点である。やはり、文章を書くのであれ

ば、採点をする人にどのように訴えられるか、という観点で、文章の錬り直しが要る
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2!三段論法で小論文を書くことを教える

a.小論文は説得文でなくてはならないことを教える。説得文は三段形式が相応しい

ことも教えるD具体的に、四段形式の漢詩を例に引き、起承転結の典型的な美文調に

なっているものは、快調さはあるけれども、納得させられる感じではないことを理解
させる。

b.日本語は、四拍子の文化であり、そのリズムを成り立たせているのが、日本語の

拍節リズムだということを自覚させる。その日盤を促すために.次のような対比を示

して、理解を容易にさせる。

四拍子文化　　巳　　　　日本語の拍節リズムに合致する

○歌謡曲、フォークソング、民謡、行進曲、ソナタ、交響曲、カラオケ文化

○単純反復を好み、変化を嫌う。等時等拍性とも言われる。

三拍子文化-　　　∴=西欧言語の拍節リズムに合致する

○ゲルマン乱　ラテン語のリズム、円舞曲、舞踏曲

○自由と変化と飛躍があるD弁証法の原理、西欧の三段論法

上の対比図式では、日本語が仮名文字により、四拍子のリズムを形成すること、し

かも俳句や短歌などの短詩系文学で幼いころから四拍子文化に親しみ過ぎていて、欧

米の三拍子文化に馴染めない生活感覚が出来てしまっていることを説明してみる.そ

の上で、論理的な説得のためには、三拍子文化で行かなくてはならないことを伝える。

C三拍子文化は三段跳びのリズム、弾んだ円舞曲のリズムであることを教える。

小論文を書くときには、四拍子文化では駄目であ.り、リズム感覚を三拍子文化に合

わせるべきことを承知させなくてはならない。三拍子の文化に慣れさせるた酬こどう

したら良いか。いろいろの=夫があるであろう。音楽を聞かせるのも、一つの=夫で

ある。ヨハンシュトラウスの「春の祭典」などを聞かせて、弾んだ三拍子の心地良さ

に触れさせる。その心地良さを表現の形式に表す努力へと移し替えていく。あるいは、

また、論理学での三段論法の例を示して、関わり合いの示し方を学ぶのも良い。或い

は、谷川俊太郎の詩で「ことばあそぴ」の一節を引いて. 「引き音」 「促音」 「擬音」

などが入った詩には、本来の日本語らしさは無いけれども、それらが入ることによっ

て、弾んだ感じ、踊りだしたくなる感じ、子供心を捉えた感じがよく出てくることを

教えるO　これらの特殊音によって、本来の日本語になかった三拍子文化が育ってきて

いることを知るためにも、この試みは良いかもしれない。

d三拍子のクドさを表すのに、新聞の文章例を持ってくるのが一工夫である.新開

には,三拍子の文章が少なくない。論理を明快にしたければ、新聞にその材料を求め

るのが良い。次に掲げる例は、はじめと終わりに同じ内容がしつこく繰り返される。

こんな油ぎった文体は日本人に好まれないO　しかし、これが三拍子の文章である。
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救
治
の
サ
イ
ク
ル
が
で

き
る
こ
と
だ
。
公
約
発
表
-

政
幾
実
施
-
実
績
評
価
の
流

れ
は
、
次
の
選
挙
へ
の
物
差

こ
の
国
の
将
来
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
た
。
消
畢
税
の
あ
り

方
を
含
め
、
年
金
問
題
が
最

大
の
争
点
に
な
っ
た
の
が
そ

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
給
付

と
負
担
の
問
題
が
し
っ
か
り

の
疑
念
は
、
国
家
へ
の
不
信

感
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

肘
、
∵
i
j
i
r
 
i
-
t
x
f
r
-

の
問
い
直
し
が
あ
る
。
政
治

は
だ
れ
も
が
み
ん
な
豊
か
で

幸
せ
に
な
る
た
め
に
あ
る
と

て
い
る
の
で
は
な
く
'
与
野
…

党
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ

た
考
え
方
の
人
が
い
る
わ
け

で
、
号
」
を
消
化
し
て
い
く

の
も
、
こ
ん
ど
の
遵
挙
で
あ

る
。

ま
、政治部長

m¥¥汁・

も
の
だ
。

政
治
体
制
そ
の

九
三
年
の
細
川
遇

党
が
と
り
あ
え
ず
こ
れ
に
応
L
に
な
る
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

・
.
*
 
'
蝣
}
′
 
"
仙
ル
ー
ー
・
.
'
・
　
・
"
,
-
>
　
薫
　
　
　
け
叱
曹

K

s

b

-

-

一

い

'

"

4

-

 

-

-

・

'

'

*

 

"

*

〃

"

′

　

　

-

る
よ
う
に
'
政
党
が
首
相
候

補
と
教
権
公
約
を
か
か
げ
、

く
り
広
げ
ら
れ
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
で
は
考
え
ら
れ
な
か

に
あ
る
。

も
の
の
考
え
方

っ
た
O
　
　
　
　
　
…
だ
。
政

論
争
を
通
じ
て
へ

と
政
治
の
テ
ー
マ
に
組
み
込

ま
れ
た
。
将
来
へ
の
「
ぼ
ん

や
り
し
た
不
買
」
で
は
な
く
、

z
I
"
*
'
L
Z
.
-
蝣
、
　
　
∵
、

ど
ん
よ
り
と
時
代
の
空
を
お

お
っ
て
い
る
。
年
金
制
度
へ

考
え
る
の
か
'
そ
れ
と
も
あ

る
稜
度
、
差
が
つ
く
の
も
や

む
を
得
な
い
と
考
え
る
の
か

I
I
 
o
国
家
に
対
す
る
基
本

的
な
と
ら
え
方
の
適
い
だ
。

与
党
、
野
党
で
鞍
理
さ
れ

立
政
権
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
`

年
、
小
選
挙
区
制
で
三
回
H
I
'

与
党
・
野
質
を
含
め
、
二
大

政
党
的
な
図
式
が
で
き
か
か

っ
て
い
る
。
今
回
の
選
挙
で
、

そ
れ
が
ど
ん
な
形
に
な
る
の

り
得
る
と
し
て
も
、
と
り
あ

え
ず
こ
こ
で
金
也
紀
初
頭
の

バ
叫
:
C
J
J
v
^
>
o
r

帆
.
?
'
'
¥
'
f
r
J
:
>
-
-
=
i

る
墜
会
頭
と
民
政
党
に
よ

二
大
審
蔀
も
、
そ
れ
を

し
た
の
は
そ
の
前
の
二

の
総
選
挙
だ
っ
た
。
尭

今
が
時
代
の
変
わ
り
員

で
、
二
十

政
兜
臥
治

来
年
夏
に
は
参
院
選
が
あ

り
'
も
ち
ろ
ん
結
果
に
よ
っ

三
年
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ

の
遇
挙
に
参
加
し
な
い
手
は

な
い
。
T
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3.意見文・説得文・小論文は型を遵守して書けば、上手に書ける

このことは、非常に大切である。戦後の学校教育では、自由に書けと言い過ぎて、

型を嫌いすぎた.先生方も型をとりわけお嫌いになる。しかし、伝統芸能は型があっ

てこそ成り立っているし、短詩系文芸だって、韻律の型を取り払ってしまえば、もは

や戯れ詞でしかなくなるO例えば、子供達の最も嫌いな作業が作文だとされている。

実は、子供達は、先生に言いたいこと、訴えたいこと、聞いて欲しいこと、高く評価

されたいことなどが沢山ある。しかし、子供達は「ああ、作文か!!!」 「文芸的にフィ

クションを使って、作家まがいに書かなくてはならないのか、億劫だJ 「誤字なし、

脱字なし、起承転結、気取り・ -」などと嫌なことばかりが思い出されるD作文柱

嫌だ、と思う。足かせ、手かせばかりの作文教育に誰もが嫌な思い出を抱いてきた。

本当に優れた文章を書くことの出来る子供ほど、嫌泰盛は強いものがあった。作文教

育をつまらなくしてきた最大の原因は、目的観の無い自由作文のススメであった。あ

てもなく、自由に書かされるほど、つまらないものは無いo r自軌と放任とは異な

る。何も教えないことに「自由」というレッテルを貼って、正当化してきたに過ぎな

いO大正時代にはr自由選局」とかの論争もあった。社会に様々な規制と制約があり、

自由が制限されていた時代には、 「自由に」が大きな意味を持っていた。しかし、 「何

への自由なのかJが示されないままで、子供達にr何でも好きなことを好きなように

書きなさい」と掃導しても、却って思想教育に利用されないかと心配したり、生活指

導に用いられないかと危慎したりすることになる。賢い子供ほど、書きたくなくなる

であろう。

書いた文章が何かの役に立つということを教えなくては、書く気がしないのでは無

かろうか。書く限りは、書いた文章の内容に基づいて、お金が貰えたり、その内容に

よって、新しい製品が生産されたり、その文章によって世の中が改善されたりするよ

うな力になることを知らせるべきである。その文章がこんなに経済効果があるのか、

と子供達でさえ、繁くという事実を示すと良い。社会は、作文で大きく動かされる。

ペンのカは、戦争をも止めさせられるoだから、作文教育は大切なのだ、と教える。

その際に、人の心に訴えて、人の思想を変革させるのには、それなりの用意周到な

シカケが要るdそのシカケをいろいろと工夫する必要がある。それのた桝こは、日本

人に伝統的な「あはれ」と悲しみを慨嘆して訴えることよりも、理路整然と根拠を示

しつつ、三拍子の文化で訴える冷静な形式を学ばせた方が良い。こうして、感情に訴

える日本式でなく、理性に訴える欧米式の作文払、つまり、小論文指導の必要性が説

かれることになる。かくして、小論文を書く練習の必要性が、誰の心にも理解される

ことになるのである0

4.小論文の型

説得文を指導するためには、三段形式の論法又は様式があることを生徒に教えなく

- ISC



てはならない。先生には、一仕事がある。例えば、次の三つが基本であるo

O双括型‥これは、習得し易いO分かり易いo

l結論」 - r論証j - rまとめJ

O頭括型

「結論J - 「論証J

O尾括型

r提示」 - 「論証」 → 「結論」

これらの三つの中で、最も一般的なのが双括型である。双括型には、いろいろの技

術が考えられる。それらの中で、二つを挙げてみる。例えば、その一つは、次のよう

な書き方である。

「自分の意見を書く」.

r論拠を書く

第-に云々・ . ・

第二に云々・ ・ ・

第三に云々・ ・ ・」

「まとめ」

上のような形式で書かれた論文や一般的な説得文には、必ずしも必要十分な根拠が

示されていないような場合でも、是諏してしまい易いところがある。述べられた意見

についての理由が箇条書きされていると、それ以外に目が行き届かなくなってしまう

ので、納得されやすいのである。後から聞き直したり読み直したりしてみると、別の

見方もあり得たことに気づいたりする。しかし、後の祭りであるO一応、納得させら

れてしまったのであるから。

もう一つの方法は、論証の中で、ディべ-トを構成してみるのであるo例えば、次

のように、文章を構成してみると面白い。

p結冶　　-ft<-></>意見を播くl　　二m

r論鉦を書く　　　　　　　　　　六割

肯定の立場で意見を書く

否定の立場で意見を書く」

rまとめ(肯定か否定かの意見に立つO結論を再補強するo )一二割

このように手の込んだ細工をして、構造の明確な文章を作れば、反論-の反論をも

想定しての文章になるので、 rうーん」と納得せざるを得なくなる。読ませる文章、
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説得の文章というものの面白さを知ると楽しく_なる。

5.誰も今まで教えてくれなかった説得文の要素に、次の二点があるOその-は、 r説

得文は発見文でなくてはならない」こと、その二はr説得文は美文でなくても良い。

下手な文章で良い」ことである。これらの二点は、是非とも教えたいところである。

国語の作文ともなると、美しい文章とか、作家の真似をして、美辞麗句を飾り立て、

擁曲に言い、接続詞を省略して達意の文章を狙い、主語を省I、て、行間に含みを持た

せようと作為を凝らさないだろうか。そんな文芸気質の文章を国許科の作文指導では

良しとして来た悪弊がある。こういう誤った国新指導を根本から改革しなくてはなら

ないO　だから、本物の小論文指導は、むしろ、国語の先生よりも、科学領域の先生か

社会科の先生が担当すべきであろうと考える。

誰も今まで、下手な文章でも姉構、とは言われなかったであろうo Lかし、下手な

文章で、結構なのだQ形容詞がふんだんに出てくる文章よりも,論理が明快で、根拠

がしっかりしていて、結論まで、まっすぐに貫かれていれば、その方が良い。

例えば、ノーベル賞級の小論文などになると、全く新しい発見の提示でなくてはな

らないから、独創的な点が強調してあることが大切になる。そのような発見などは、

高校生の小論文には無いよ、と軽く言い放つのは良くない。大学入試の小論文でも、

高校国語表現授業での小論文でも、訓練のレベルだし、練習だから、それほど真面目

にならなくても良いよ、と言われるだろうか。いや、そんな不真面目な態度では困る.

若い人は、とんでもない優れたことを、やって見せるものだ。だから、練習のつもり

でも、本番のつもりでいなくてはならない。桁はずれの発見を軽やかに見せたりする

ことがあるので、先生は気が抜けないはずである。そんな眼を持っていれば、子供達

の小論文相導に,新しい個性を発見する楽しさがあるD

これらは、 「態度論」である。技術ばかりでなく、精神的な態度も大きく作用する

ものである。気概と言うか、気品と言うか、小論文にかける勢いめような緊張感が、

行間から渉み出て来る。読み手に殺気を迫るというのも、中身の質の高さを、ちらつ

かせていて、何とも言えない心地良さである。薗館そのもので、しかも潤いがある、

というような文章に出会いたいものである。

もう一度、 ・繰り返そうO小論文では、下手な文章で良いのだ。その代わりに発見の

ある文章が良い文章なのである。自分の独自な発見があれば、美辞麗句など要らないO

形容語など削りに削り、骨と皮ばかりでも、筋が通っていて、明快で、しかも今まで

の誰とも違う新しさが出ていれば、それは満点なのである。 「新しさ」、これが必要な

条件になることを、意外隼も人々は指摘しないでいるDその視点は、確かに、囲吾教
室では、どのように教えたら良いのか、鯛感する要素ではあるO　だが、そんな資質み

たいなものを小論文では、探し出すことさえ出来る恐ろしいものなのである。
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6.小論文指導をした後での、小論文の用例

以上のことを教えた後に、広島大学教育学部国語文化教育コースと教育学科の二年

生は、次のような小論文を書いた.テーマは,次の四つの中から一つを選んで6 0 0

字以内で書けと言う指定である。

○地域と協力する学級作り! ○私の考える理想の国語教室/ ○学校は変われる

か/ ○学校を誰が支えるか

以下に.若干のものを運んで掲載するO優れた小論文が沢山見られた。全部を載せら

れないのが、残念である。

よ
い
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以上で、 「小論文即説得文指導の実践」についての解説を終える。

(なお、本稿は、平成15年12月10日に、広島県立尾道北高等学校で行った模擬授

業の内容を大幅に手直しして、ここに掲載したものである. )

-18-



第2章　自分の意見や自分の主張を大切にした小碑文が書けるようになる

第1線　四段論汝を三段論法に替えれば、こんなに筋道が通るようになる

三島　韓

この節では、第-学習社『高等学校　国語表現l 』 pp.90-pp.93 f意見文の書き方」

およびpp.94-pp.95「環境に優しい良い晶を選ぼう」を利用した捜業を構想していく0

1.指導の自壊

従来行われてきた拘段論法による作文法ではなく、三段論法による作文法を身

につけることで、より筋道が通った、明噺で説得力のある意見文が書けるように

なることを最大の目標とする。

そこにいたるための小さな目標を次に4点掲げる。

①意見文を書くことの意義を理解させるD

②意見文の書き方を理解させ、身につけさせる。

③三段論法による作文法を理解させ、身につけさせる。

@三段触法の思考の枠組みを身につけさせる。

2. ffi噂tfj*W、(

本教材では、意見文について幅広く一般的に述べられている。そのため、意見

文がどのようなもので、どのように書けばよいのかという知識・理論を教えるこ

とは容易である。しかし、それだけでは自分自身で意見文を書けるようにはなら

ない。それは、野球のバッティングにおいて、打撃の理論に習熟していることと、

実際に打てるということが別問題であるのと似ている。知っているにこしたこと

はないが、それだけで実践が可能なわけではない。'いかにして知識・理論を本物

の技術として身につけさせるかが重要になる。

そこで、本教材を扱うにあたっては、 「意見文を実際に書く状軌を具体的にイ

メ-ジさせるOそして、分かりやすい文章を書くにはどのような工夫をすればよ

いかなどを机上の理論としてではなく、自分の中から生まれる工夫として身につ

けさせる。こうすることで、理論を理論としてではなく、自分なりの工夫として

扱えるようにする。
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3.学習稽導の展開例(4時限)

次 時 指導 目横 学習活動 指導上の留意点

1 1 1一 意 見文 を書 くこ と * A 1. ワー クシー トに 0 生 徒 に し つ

の意 義 を理解.さ、せ したがって、意見 か りイ メ一.

る0 文 につ いて整理 ジさせ、考 え

l2∴ 意 見文 に必要 な要 する0 させ るD

0 三段 論 法 に

つ い て説 明

するO

轟 は何 か を考 え さ 21 教科書を読み、意

せる0 見 文について確

3. 意 見文 の書 き方 を 藩す るとともに、

理解 毒せる0 意 見文 の書 き方

を学ぶ0

3. 文 章の構成の仕

J/fr a つ (朝

型、双括型、尾括

壁) を押さえるO

2 2 1. 「療境 に優 しい 良 展醜 1. ワー クシー トに

○ ワー ク シー

トに添って0

い晶を選ぼ う」 とい したがって、「環

う具体例 を見せ な 境 に優 しい良い

がら、実際の意見文 晶を選ぼ う」を分

の 書 き方 につい て 析す る0

理解 させる0 2. ′どうすればr環境

J2- 日分の意見 を、rテ に俺 しいti l4 -

ーマJ .r論証j 「主題」 ぼ う」がより明確

の 3 0 の観 点 か ら でわか りやす く

箇条書きにさせる○ な るのかを考 え

る0

3 . 学習自 「.気をつ

けたい背中の リ

ュ ック」を、少 し
形 式を変えて行

う0
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次 時 指導目標 学習括.動 指導上の留意点

3 3 1` 三段論法 によって 実践 1 1. r高校生が髪を C) ワークシー

意見文を書けるよ 染めることにつ トに添って

うになる0 いてjというテー

マセ意見文を.書

かせ る∴分畳は

600~ 800 字で書

かせる0

準備 をさせ

てか ら書か

せる0

4 . 1, い ろいろな考え方 実録2 1. 前時に書いた意 ○ 論敵 と主意

があることを知るO 見文をランダム

に配る0配られた

意見文に対して、

コメントを書く。

をは っきり

とさせて事

かせる0
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第1次第1時指導案

【本時の目標】

・意見文を書くことの意義を理解させる。

・意見文に必要な要素は何かを考えさせる。

・意見文の書き方を理解させる。

学習活動 指導上の留意点

0本時の学習内容を知る。

○　意見文を書く日的(意見文を書く時に

意図される効果)を考え、ワークシー

トに記入する。

〇　日分が考えるt意見文を書く目的を発

表するo

O意見文を書く目的をワークシート①に

まとめる。

O 「意見文を書く目的」達成のた桝こ意

見文に必要となる「要素」をワークシ

ートOに列挙させる。

〇　日分が考える、意見文に必要な要素を

発表するQ

O　ワークシート①の必要な要索の欄に、

「主席」 r論証」 rテーマ」と書き込ま

せる。

0　主題・論証・テーマをどのように組み

合わせるとわかりやすい文章になるか

0　ワークシート①を配布するQ

O意見文とは何かを説明する。

0　意見文にはどのようなものがあるか

を現明し、イメージを滴かせる。

0意見文を書く目的(意見文を書く時に

意図される効果)を考えさせ、ワーク

シートに記入させる。考える際の手立

てとして、 r自-他」 「自一日」 「他一

日」の3項目を挙げているが、特にこ

れにこだわって考える必要はない。

〇　日分が考える、意見文を書く目的を発

表させる。

○意見文を書く目的を「自-他」 「自一

日」 「他1日」の3項目の下に分類し、

まとめる。

0先ほど挙げた「意見文を書く日的」を

達成するためには、わかりやすい文章

でなければならない。そのた削こ必要

となる要素を考えさせ、ワークシート

①に記入させる。

〇　日分が考える、意見文に必要な要素を

発表させる。

○　わかりやすい意見文を書くための要

素として、主居・論証・テーマが必要

なことに気づかせまとめる。

○　主窟・論証・テーマをどのように組み

合わせるとわかりやすい文章になる

かを考えさせる。
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学習活動 指導上の留意点

を考える。

○　教科書を開き、今まで考えてきたこと

を、教科書を読みながら再確薗する。

0　文革の書き方の①～④を、テーマ・論

証・主塔の3つの観点で押さえる。

○　文章の書き方の⑤ 「構成を考える」に

ある意見文の構成の3つの型を押さえ

るO　また、頭括型は双括型の変形であ

ることを理解するとともに、 3つとも

が三段論法であることも理解する。

○　次時の学習内容を知る。

○　教科書を開き、今まで考えてきたこと

を、教科書を読みながら再確認させ

る。

○　文章の書き方の①～◎を、テーマ・論

証・主塔の3つの観点で押さえさせ

る。

○　文章の書き方の⑤ r構成を考える」に

ある意見文の構成の3つの型を押さ

えさせる。このうち頭括型は双括型の

主題の再提示が省略された型である

ことに気づかせ、頭括型は双括型の変

形であることを理解させる。これによ

って、 3つともが三段論除であること

を示す。

○　次時の学習内容を告げる。
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第2次第号時授業案

r本時の目標】

「環境に優しい良い晶を選ぼう」という具体例を見せながら、実際の意見文の書

き方について理解させるD

自分の意見を、げ-マ子「論証」 「主軌.の3つの観再から箇条書きにさせるD

学習活動 揖導上の留意点

0　本時の学習内容を知る。

O r環境に優しい良い晶を選ぼう」を音

読する。

○　ワ-クシート②の『テーマ耐可か』『ど

のような論証がなされているか』『主題

は何か』の欄を埋める。

O 「環境に優しい良い晶を溝ぽう」が何

型の構成をとっているかを考え、発表

させる。

O 「環境に優しい良い晶を運ぼうjは、

どうすればもっとよくなるか(よりわ

かりやすく、説得力あるものになるか)

を考える。

○　どうすればよりよくなるかを発表させ

る。

○　ワークシート②を配布する。

O rテーマ」 F論証」 「主鰭」に注意しな

がら読ませる。

○　ワークシート②の『テーマは何か』『ど

のような論証がなされているか』 『主

潜は何か』の欄を埋めさせる。

○　前時に挙げた3つの型のどれにあて

はまるのかを考えさせる。

O 「環境に優しい良い品を選ぼう」が尾

括型の構成をとっていることを押さ

えさせる0

0　4人組みを作って話し合わせる。改善

のポイントは構成と論証部であるこ

とに気づかせる。より新しく一般的な

例を挙げたほうが、説得性が高いこと

に気づかせる。少し難しいようなら、

机間指導をしながら適宜アドバイス

する。

○　どうすればよりよくなるのかをまと

める。その際、改善のポイントは構成

と論証部であること、より現在に近く

一般的な例を挙げたほうが、説得性が

高いことなどを教える。

c.) *?一-'/シート(蝣vを配布する,.次に''*,

をつけたい背中のリュック」を読ん
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指導上の留意点

で、それをもとに、自分が意見文を書

くときのTテーマ」 r論証」 r主軌を

切り出す練習をすることを告げるO

0　ワークシート③を回収する。

○　次時は、実際に意見文を書くことを告

げる　蝣/蝣-　-it i',ォ;陀生が'te-k喰ある

ことについて」であ革ことを知らせ,

宿輝として次時までに阻達する材料

を集めさせる。

○学習目「気をつけたい背中のリュック」
を音読する。

0 「気をつけたい背中のリュック」から

自分が書こうとするテーマを切り出

し、ワークシート③に記入する。

○　テーマに対する自分の意見(主窟)を

r7- -ケン--ト」i:*L人するり

○　意見(主題)を論証するための根拠を

考え、ワ-クシート③に記入するo

O　再び4人組の班で、お互いのワークシ

ートを見合いながら意見の交流をす

る。どこがいいか、どうすればもっと

よくなるかなど。
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第3次第3時授業案

【本時の目標】

・三段論法によって意見文を書けるようになる.

学習措動 指導上の留意点

○ 前時の ようにワークシー ト④に rテ山

0 本時の学習活動について説明する0

○ ワークシー ト㊨を配布する。これを用

いなが ら意見文を書かせていく0

0 適宜机間指導を行 う0

0 早 く書 き終わった生徒 には推敵を行

マj r主塔」「論証」 を箇条書きで記入

する?

0 3 つの型の うちどの型で書くのか、構

成を考え.る0

○ 構成にしたがって、箇条書きに したも

めを並べ替 える0

0 箇条書き したものに肉付け して文章化

してい く0 わせ る0

0 次時の学習内容を昏げる0

第3次第4時授業案

【本時の目標l

・いろいろな考え方があることを知る。

学習晒執

○　ワークシート⑤に記入する。

0　ワークシート④に記入する。

○　ワークシート④.⑤をもとにして、意

見文を書く。

0　友達が書いた自分の意見文に対する意

見文を読み、自分の意見文を渡り返る。

○　前時に生徒に書かせた意見文を、ラン

ダムに配るD

O本時の学習活動の説明。

○　未記入のワークシ-ト④とワークシ

ート⑤を配布する。

O rOO君の意見文について」というタ

イトルで400字程度の意見文を書く。

○　書いた意見文は、元の意見文の書き手

にセットにして渡す。

○　二つの意見文をセットにして回収す

る。後日、教師の添削も加え、生徒に

フィードバックする。
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4.授業のポイント

本授業のポイントは2つあるo lつは、起承転結の四段論法で語られることが

多い作文法を、三段論法で語りなおした点であるQもう1つは、意見文の書き方

を定式化したことである。定式化は、独自性を奪うためのものではない。むしろ、

そうした定式化によぅて思考の道筋を示してやることで、独自の、独特の意見文

が規れるのを期待するものである。

以上の2つをポイントに本授業は構成されている。

5.今後の裸韓

今後の課題として,次の3点を挙げておく。

第-の課題臥実践を行うことである。実践に敵う理論はない。本授業を実践

し、そこから更なる改葬をしていくことが必要である。

第二の諌題は、先行事例研究を行うことであるOこれまで行われてきた意見文

指導は、どこがよくて、どこが悪かったのか。それをきちんと分析し、よい点は

授業に反映し、患い点は授業から排していかなければならない。そのためにも、

先行事例研究を行うことは必須である.

第三の課題は、相手意識を持たせる方陰の考案である。今回の授業では、二回

意見文を書かせている。このうち、第二の意見文の方は、 「ある人の意見文に対す

る意見文」という形をとっているので、相手意識ははっきりしている。しかし、

第一の意見文の方は、相手意識の持たせ方が難しいQ　この方法を考案してみる必

要はあるだろう。

以上の3点を、本授業が今後に残した課暦とする。

6.参考文献

江端義夫編『高校実用国語表現教室』広島大学教育学部国語文化教育学研究室、
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江端義夫ほか『高等学校　国藩表現I』第-学習社、 2003

狂端義夫ほか『高等学校　国語表現I　指導と研究　下巻』第-学習者、 2003

苅谷剛彦『知的複眼思考法-誰でも持っている創造力のスイッチ』講談社+ a

文庫、 200盟

工藤順一『国語のできる子どもを育てる』講談社現代新書、 1999

障田昭夫『論文のレトリック』講談社学術文庫、 1983

滞田昭夫『論文の書き方』講談社学術文庫、 1977

樋口裕一『樋口裕一の小論文トレーニング』ブックマン杜、 2000
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第2節　図解を用いたり数式に代えたり抽象化を用いて理解の仕方を幾

重にも組み替えたりすることによって説得力を強化する書き方

ができる

春名　聡子

I、学習者観(高校二年生)

学習者は、これまでの学習によって、基本的な意見文の書き方、つまり,三

段論法等は第一節によって理解している。さらに、学習者たちは日ごろから、

数学的思考を身に付けるような授業を受けている。

その思考方法を自分がどの程度身に付けられているかを、意見文を書くとい

う作業を通して知るO　そして、クラスメ-トの書いた意見文を読むことによっ

て、新たな考え方を知り、それを取り入れていこうとするのではないだろうか。

こうして、学習者たちに図形的・抽象的な理解の仕方をより意識させ、会得

させたいO

Ⅱ、本節の可能性

〇日分が収集した情報を自らさまざまな方法で理解し、それをどのように使

えば説得力のある文章になるのかを知ることができるo

O他者の文章に触れ、自分以外の理解の仕方を知り、考えの幅を広げること

ができる。

○他者の意見を聞き、自分の理解の仕方を再認識し、また、それをより深め

ることができる。

KIJ -



学習指導計画(全4時)

指"7-11貯

○図式化や抽象化を行うことができるようになる。

○どのような書き方が、説得力を高めるのかを発見する。

○説得力のある意見文が、書けるようになる。

P指導 目標 学習活動 指導上の留意 点

第

次

第

時

O 意 見 文 を書 く際

0 教科書 P P-9 4 {第一学習

杜 『国語表現 I 』 「環境

に優 しレ、、良 い晶 を選ぼ

う」)の生徒作品を読む0

0 この作 品で説得 力 があ ○学 習内容が説得

に、どの ように し る部 分 は どこか を見 つ 力 の あ る意 見文

て 文 章 に 説 得 力 け、ワークシー ト① に記 を書 く ことで あ

をもたせ るか を、 入す る0 る こ と を 伝 え

考 え る こ とが で ○他 に ど うすれ ば説 得力 るe

きる0 . .が強化で きるか を考 え、

ワー クシー ト① に記入

す る0

-42-



○図式化や抽象化

にはどのような

ものがあるのか

理解させる。

0説得力を増すた

めの情報を収集

することができ

5.

0集めた情報を説

得力ある文章へ

とつなげること

ができるO

○資料(D～③をみて、図式

化や抽象化とはどのよ

うなものなのかを学ぶO

0新たに自分で夢見文を

書くために、テーマを決

め、根拠として必要な情

報を集める。

〇日分で集めた情報をど

のように配置し、抽象

化、図式化はどこに使う

かワークシート②を使

いながら考える。

-43-

○図書館に集合さ

せる。

Opp.95竃にある

6 (3、読

書離れ　4、携

帯電話の利用マ

ナー　5、情報

化社会　6、少

子、高齢化社会)

の中からテーマ

を一つ選び、 1

000字程度の

意見文を書くこ

とを伝える。

○意見文を書くた

めに情報収集を

することを告げ

る。

○図書や、 VTR、

インターネット

を使って情報を

収集するように

指示するo

O説得力を高める

には、情報の配

置を考え、積極

的に図式化や抽

象化を行うこと

を教える。 (ワー

クシート(Dを配

布し、生徒の活

動を援助する。)



m 第 ○前時に収集 した. ○前時に収集 した情報を 0 1 0 0 0 字で意

情報を使って、説. 使って、意見文を書く0 見文を書 くよう

& 時 得力 のあ る意 見 に言 う0

文 を書 くことが ○適宜机間指導を

できるO 行 うO

O 書き終 えなかっ

た者には、次時

までに書いてく

るように言 うO

m 第 ○他者の書いた意 ○書きあがったものを、班 ○班の生徒 と意見

四 見文を評価 し、説 の生徒 と交換 し読みあ 文を交換 し、読

ft 時 打 j} <i>,r>>ろ部 う0 それについて、ワ} み合い、評価す

と改善すべ き部 クシー ト③ を使いなが るように言 う0

分 を見極 める こ ら説得力のある部分 と

とができる0 改善すべき点を見極め

るO

O 説得力のある意見文は

どうすれば書けるのか、

再度考える8
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第一次　第-時　指導案

本時の目標

o r環境に優しい良い品を選ぼう」を読んで、どの部分に説得力があるかを見

極めることができる。

○さらにどのような工夫をこらせばより強い説得力を持つかを、考えることが

できる。

時 間 学 習 活 動 .指 導 上 の 留 意 点 評 価 の 観 点

0 分

5 分

1 0 分

2 0 分

○ 教 科 書 の 本 文 を

読 む D

主 人 jt W '辛 ? i ¥'i fi 〇 本 節 の 学 習 内 容 が 、 説 得 力 ○ 学 習 目標 を 理 解

を 知 る0

0 本 文 の 中 で 、ど の

の あ る 意 見 文 を 書 く こ と で

あ る と説 明 す る 0

0 個 人 で 本 文 中 の ど こ に 説 得

で き た か 0

0 説 得 力 の あ る 部

部 分 に 説 得 力 が 力 が あ る か を 考 え 、 ワ ー ク 分 を 探 す こ と が

あ る か を 考 え るO シ 】 ト① に 記 入 す る よ うに

指 示 す る 。

○ 班 に 分 か れ て 、 説 得 力 が ど

こ に あ る か 意 見 を ま と め さ

せ る0

(各 班 に 小 黒 板 を 渡 し 、 そ れ

に 意 見 を 書 か せ 、 黒 板 に は

るO )

で き た か 0
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○どのような工夫

をすればさらに

説得力が増すか

を考える。

○説得力のある文

章を書くために

はどのような工

夫が要るのか、理

解する。

○次時の学習内容

を理解するO

0そのまま班の形で、本文に

どのような工夫をすればよ

り説得力のある文章になる

か考え、ワークシート①に

記入させる。

く班の代表に発表させ、板書

を行う。)

○板書の内容をもとに、文章

に説得力をもたせる工夫の

例を説明するo

○次時から、自分で意見文を

書くことを伝える。

○改善のために、

自分の意見が持

てるか。

○本文がより説得

力を持つような

アイデアを考え

出せるか。
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第二次　第二時　指導案

本時の指導目標

○有効な情報を収集することができる。

○情報収集のた糾こ多様な媒介を使うことができるo

O自分の意見文に必要な図式化や抽象化を選び、使うことができる。

時間 学習活動 指導 上の留意点 評価 の観点

0 分

5 分

〇本 時 の学 習 内容 ○授 業前 に図書館 に移 動 させ

○図式 化や抽 象化

を知 る0

0 図式 化 や抽 象 化

ておくO

O p p .9 5 回に あ る 3 ～ 6 の 中

か らテーマ をん一つ選 び、 1

0 0 0 字軽度 の意 見文 を書

くこ とを示す0

0 前時 を振 り返 り、説得力 あ

る意見文 にす るた めの情報

を収 集 す る こ と を確 認 す

るQ

O 資料① ～③ を配布 し、それ

には どの よ うな ぞ れ につ い て 簡 単 に説 明 が どの よ うな も

もの が あ る のか し、図式化 や抽象化 の例 を のか理解 で きた

知 り、理解す る。. 理解 させ るO

O 図式化や抽象化 には他 に も

た く さん の方 法 が あ るの

で、独 自に考 え出す ことが

できればそれ を使 えば よい

ことを説 明す る0

か0
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○テーマを決定し、

情報収集を開始

するO

○次時の学習内容

warn

○ワークシート②を配布し、

調べた本の腐名や内容を記

入し、さらに、図式化や抽

象化の案をそこに書いてみ

るように指示するo

O図書、 vTR、インターネ

ットを使用してよいことを

-伝える。

○積極的に図式化や抽象化を

行うように言うd

O机間巡視をして、生徒の様

子を見ながら、情報収集の

仕方などについてアドバイ

スを行う。

0情報収集が早く終わった

ら、情報の組み立て方など

を考えるように指示する。

○次時は、本時収集した情報

をもとに、各自で意見文を

書くことを確薗する。

くまだ資料が集まっていない

生徒は、次時までに資料を

そろえておくように指示す

る)

○説得力を高めら

れるような資料

の収集に努力し

ているかO
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第二次　第三時　指導案

本時の指導目標

○意見文の中に図式化や抽象化を取り入れる。

○収集した情報を効果的に使い、説得力のある意見文を書く。

時間 学習活動 指導上の留意 点 評価 の観点

0 分

10 分

〇本 時 の学習 内容 0 前 時 収 集 した 情 報 を も と

○図式化や抽象化

を知 る0

0 意見文 を書 く

に、 1 0 0 0 字程度 の意 見

文 を書 くことを確認す る0

0 意 見文に図式イヒや抽 象化 を

用 いて、説得 力 を持 たせ る

よ うに考えさせ る0

0 図 式 化 や抽 象 化 した もの

は、意 見文 中の どこに挿入

して も良い こ とを示 してお

<

○次時、班 で意見 文を読み合

い、評 価す る ことを確 薗す

る0

0 原稿用紙 を3 枚配 り、足 り

な くなった ら前 に取 りに来

る ように指示す る0

○適宜机間指導を行 う0

○早 く書 き終 わって も、時間 を行 うことがで

一杯推敵 を行 うよ うに指示 きているか0

す る0 ○意 見文 として成

り立 っ て い る

か0
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○収集した情報を

有効に利用でき

ているか。

○意見文に説得力

があるか。

○与えられた時間

を有効に使えて

いたか。

0次時の学習内容

を知る。

○輝の4人で意見文の評価を

しあうことを確認する。

〇本時に書き終えていない生

徒も、次時には完成させて

くるように指示する。
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第二次　第四時　指導案

本時の指導目標

○他者の文章を統み、理解し、評価することができる。

○他者の意見を聞き、自分の意見文を見直すことができる。

○他者との意見のやりとりを通して、再度説得力のある意見文について考える

ことができるO

時間 学習活動 指導上の留意点 評価の観点

0 分

5 分

〇本 時 の学 習 内容 ○意見文 を班 の中で交換 し、

○他者に とって有

を知 る0

0 圃…の 中で 意 見文

評 価 し合 うこ とを確 認 す

るD

O ワ ー ク シー ト③ を 配布 す

る0

0 一番 の観点 は、意見文に説

を交 換 し読 み合 得 力を持たせ る情報 を図式 益 な評価がで き

う0 そ して一人ず 化や抽 象化を用 いて活 用で ているか0

つ の.意 見 文 につ .きているか、だ とい うこと

いて評価 し合 うO を確認す る0

0 その他 、′三段論法 になって

い るか、意見が明確 に示 さ

れ ているか、文章 に一 貫性

があるか、な ど、基本 的な

こ とが きちん となされ てい

るか どうかに も注意す るこ

とを確藩す る0

0 意 見文 を読んだ相手 の ワ】

クシー ト③ にそ の意見文 を

読 んで 自分が感 じた こ と、

良かった点、改善点 を記入

して返す よ うに指示する0
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○他者の意見を聞

いて、自分の意見

文をもう一度考

える。

○それぞれ他者の意見を聞い

て、自分の意見文のどこが

よかったのか、どのような

改善点があったのかを理解

r L、次にどう生かせばよい

かワークシート④に記入さ

せる。

0全員の意見文とワークシー

ト③、 ④を回収するO

(次時に、教師がチェック

したものを生徒に返却す

る。)

○他者の意見を受

け止め、それを

理解できている

か。

★どのようにすれば説得力のある文章が書けるのか。

説得力のある文章を書く上で最も重要なことは、情報を完全に理解すること

である。情報を理解するためには、その情報を、頭の中で図式化したり、抽象

化したりすることが必要なのだ。そうすることによって、情報を整理すること

ができ、それぞれが鮮明に見えてくる。そして、理解したそれぞれの情報を、

結びつけて説得力を持たせるのだ。この結びつけるという作業を行うとき、情

報を抽象的に理解していることが特に重要な意味をもつ。情報の結びつき方が

さまざまに見えてくる。普通に考えていただけでは見えなかった結びつきが見

えることによって、より強固な諭を展開でき、説得力が強化できるのである。

また、抽象的な考え方を身に付けていれば、文章も理路整然と書け、文章の

説得力を際立たせることができる。普段から、抽象的に物事を理解するように

していれば、書く文章は自然に説得力のあるものになるはずなのであるQ
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資料①

園式化L

「円グラフ」

一日の過ごし方

「ペン図j
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ft f¥HF.

「相互関係を表す」

核家族

r樹形図」

・?***?*a

mwm雲

-54-



資料・③

「立体的に表す」

「式を使って表すj

I (男性の雇用機会) - (女性の雇用機会

・ (日本の面積)く　くタイの面積)

・ (日本の面積) ≪ (ロシア連邦の面積)

・ H雪+Cl芝- 2HCl e.t.c
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( )組( )番　名前(

ワークシート①

)

『環境に優しい良い晶を選ぼう』を読んで

1・この作品のどこに説得力があるのか考えようQ

2・班員はどこに説得力があると考えていたか、自分と異なる意見をメモして

おこう。
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( )粗く)番　名前(

ワークシート②

)

駒べた本についてメモを取っておく

書籍名 著者名 出版壷 L 引用 .参考に した箇所

l

-
l一一I

図式化.抽象化する内容はどんなものにするか考える

1.内容を具体的にまとめる。

(例 ) 地球 にお ける海 と陸 との割合を円グラフで表す 。
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ワ-クシート③

( )級( )番　名前(

あなたの意見文に対する評価
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ワークシート④

( )紅く)番　名前(　　　　　　　)

班員の評価を聞いて、次に意見文を書くときにはどのようなことに注

意すべきだと考えたのか書いておこう。
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第3節　ディベートをしないでディベートを想定した文章が書けるように

なる

津田　佳奈子

1、指導の目標

○ディベートの方法を応用して論理的かつ説得力のある文章を書くこと

ができるようにさせる。

○主張に対する根拠を明確に述べた文章が書けるようにさせる。

〇日分の主張に対する反対意見を予想した文章が書けるようにさせる。

2、指導の要点

◆授業の大まかな流れ

○ディベートについての基本的な知識を習得する。

1

0ディベートをおこなう0

1.

0ディベートの論理を応用して文章を書く。

学習者は、これまでに小学校や中学校の授業でディベートを経験している

者が大半であろう。しかし、その際採用していた方法や形式はそれぞれの学

校により異なり、学習者にはディベートに関する意識や知識などに差がある

と考えられる。

今回は、『国語表現I』 pp. 100 「ディベートをする」の方法を採用す

る。具体的には、論題そのものに対して肯定と否定に分かれて議論を進めて

いく方法である。つまり「小・中学校の給食は廃止すべきである」という論題

に対して、現状(小・中学校で給食制度を実施すること)を否定する側(論題

に対しては肯定側)と、現状を肯定する側(論題に対して否定楓)に分かれ
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て議論を進めていく方法である。よって「ディベート甲子園Jで採用されて

いるような、肯定側がプランを提案しそのプランを実行した場合のメリット

を述べ、否定側はプランを実行した場合のデメリットを述べるという方法は

今回は採用しないこととする。なぜかというと、小論文を書く際、与えられ

たテーマについての自分の立場を明らかにし、その立場を自分がとる理由を

説明していく、ということを考えた時、本教材の方法の方が学習者に分かり

やすく有効であると思われるからである。
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学習目標

○ディベートをしないで、ディベートを想定した文章が書けるようになるc

O物事を秩序立てて論理的に考え、衷現できるようになる。

指導計画

時 学習 目標 学習 内容 指 導 上 の留 意 点

1. ○デ ィベ ー トの方 ○デ ィベ ー トの方 法 に ○教 科 書 を使 って説 明

法 .論 理 につ いて 理

解 す るO

O デ ィベ ー トの 方 法 .

つ い て理 解 す る0

0 デ ィベ ー トの立論 原

す るD

O 教 科 書 か ら学 ん だデ

論 理 を踏 ま え、立論 稿 を作 る0 イベ ー トの方 法 を生

原 稿 を 書 く こ とが ○ 図書 館 で情 報 収集 を か し、立 論 原稿 を書 か

で きる0 す る0 せ る0

2 ○前 時 で 学習 した デ ○ グル ー プ に分 かれ る0 ○審 判 役 を決 め させ る0

P〇時 間配 分 を捷 示 す るO

O 話 し合 った こ とを ワ

イベ ー トの方 法 .読 ○ フロー シ ー トの書 き

理 を活用 してデ イ 方 を理 解す る0

べ ー トを行 うこ と

がで き る0

0 日分 た ち の行 った

○ デ ィベ ー トを行 う0

0 班 で反 省 点 を話 し合

デ ィベ ー トの反 省 うO ー ク シー トに ま と め

点や 良 か っ た点 を

考 え る こ とが でき

る0

させ 提 出 させ る0

3 0 デ ィベ ー トの論 理 〇 一 時間 目と同 じワー ○ ワ】 ク シー トを使 用

を上手 く利 用 し、説 クシー トを使 って 、小 して構 想 を考 え させ 、

得 力 の あ る文章 を 論 文 で与 え られ た テ デ ィベー トの論 理 を

書 くこ とが で き る0 ー マ につ い て考 え る0 十 分活 用 す る よ うに

○ 与 え られ た テ ーマ ○ 図 書館 で情 報収 集 を させ る0

に対 して 自分 の考 す る0

え を秩序 立 てて諭 ○小 論文 を書 く0
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1

理的に考え、表現す

ることができる。

〇第一時学習指導案

本時の目標　○ディベートの方払・論理について理解するo

Oディベートの方法・論理を踏まえ、立論原稿を書くことができ

る。

学 習 活 動 P指 導 上 の 留 意 点 評 価 の 観 点

○ 今 ま で ど の よ う .な デ ィ ベ

ー ト を し て き た か を 発 表

す る 0

0 デ ィ ベ ー ト の 目 的 に つ い ○ デ ィ ベ ー ト は 自 分 の 主 張

○ デ ィ ベ ー ト の 方

て 考 え る 0

○ 主 張 に 説 得 力 を 痔 た せ る

を 論 盤 的 に 説 明 し 、主 張 の

正 し さ を 人 に 説 得 す る も

の で あ る と い う こ と を 押

さ え さ せ る 0

0 具 体 例 や 、理 由 な ど が 学 習

た 糾 こ 必 療 な も の は 何 か 者 の 側 か ら 挙 が る よ う に

を 考 え る 0 す る 0

○ デ ィ ベ ー ト の 方 法 に つ い ○ 教 科 書 p p . 1 0 0

て 学 習 す る O p . 1 0 2 を 使 っ て 説 明 し 紘 . 論 理 に つ い て 理

I 「論 題 」 r 立 論 」 「反 対 尋 問 」 て い く 0 解 す る こ と が で き た

r 最 終 弁 論 」 等 の デ イ ベ ノ

ー ト 用 語 の 意 味 を 理 解 す

る O

. デ ィ ベ ー ト の 流 れ を 理 解

か 0
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する。

・細かいルールについて理

解するO

・判定について理解するO

○立論原稿の書き方を理解

する。

O 「日本は死刑制度を廃止

すべし」について立論原

稿を書くO

・ワークシート①「◇根拠」

までを記入するO

・図書館へ移動し、主張の

証拠資料を探す。ワ一一ク

シート②記入O

・調べた情報をもとに、ワ

ークシート①の「◇根拠

の説明」を記入させるO

・判定により客観的に藩論を

観察させる。また後に小論

文を書く際に客観的な視

点を持てることや、どうい

うことが説得力を生むか

などを考えさせる。

○教科書p p. 103

p. 105を利用して、主

張の根拠や主張の説明が

必要であることを説明す

る。

06人のグループを作らせ

るD　3人が肯定側、残り3

人が否定側の立論原稿を

作るようにさせる。

I 3人で話し合わせて協力し

て立論原稿を作らせる。

・根拠は3つと決めておく。

・インターネットの使用方法

を説明し、『知恵蔵』『im

i d a s』『現代用語の基

礎知識』 『日本の論点』な

どを紹介する。

・時間中に終わらなかった場

合は宿題とし、次回までに

完成させてくるようにす

る。

○次時の予告をする。

○ディベートの方

法・論理を踏まえ、

立論原稿を書くこ

とができたか。
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0第二時学習指導案

指導目標　　○前時で学習したディベートの方法・論理を活用してディベー

トを行うことができる。

〇日分たちの行ったディベートの反省点やよかった点を考える

ことができるO

学習活動 ′ 指導上の留意点 評価の観 点

○前 時で決 まった 6 人 グル ○肯定側の 3 人の うち 1 人、

○前 時で 学習 したデ

ープに分かれ る0

0 フ ロー シー トの書 き方 に

否定側の 3 人の うち 1 人 を

審判 とす る0 肯定側 .否 定

側 のデ イベーター はそれぞ

れ 2 人 とす る0

0 ウー クシー ト③ を使用 して

ついて理解す る0

0 提示 された時間を もとに、

説明する0

〇時間配分 を提示す る0

2 人で話 し合 う0

0 デ ィベー トを行 う0

○班 で反 省点や 良か った点

肯定側立論 3 分

否定側立論 3 分 .

作戦タイ ム 2 分

否定側反対尋問 1 分

肯定側反対尋問 1 分

作戦 タイム 1 分 .

. 否定側 の最終弁論 2 分
肯定側の最 終弁論 2 分 .

○それぞれ のグループのデ イ

べー トが上手 くい くよ う、 イベー トの方払 .論

声の大きさなどに配慮 させ 理 を活 用 して デ イ

る0

0 班で一枚 ワー クシー ト④ を

ベ ー トを行 うこ と

.ができてい るか0
0 日分 た ちの行 っ た
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〇第三時学習指導案

指導目標　○ディベートの論理を上手く利用し、説得力のある文章を書くこ

とができる。

○与えられたテーマに対して自分の考えを秩序立てて論理的に考

え、表現することができる。

学習活動 指導上 の留意点 評価 の観点

○ディベー トについて簡単 ○前回までのデ ィベー トで

に確認する。

○提示 された小論文 の課題

学習 した ことをもとに小論

文を書 くことを告げる0

○ノ1、論文の課題 を提示す る0

(文字数 は 8 0 0 字 )

「あなたが住 んでい る所 の

近 くに、ごみ焼却場を建設

す ることを想定 し、建設賛

成 .反対の両方 の立場で の

考えを、それぞれ述べ よ0

( 2 0 0 3 年 前橋工科大

入学試験問題)

○ ワークシー ト(訂②それ ぞ

に対 して、ワー クシー ト① れ 2 枚ずつ配 り、建設賛成 .

の 「◇根拠」の欄までを う 反対両方 について書かせ る0
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める。

○図書館で情報収集をする。

○ワークシート①の「◇根拠

の説明」を記入する。

○小論文を書く。

01時間目と同じ要領で行

わせる。

○小論文を回収する。

○後日、添削して返却する。

0ディベートの論理を

上手く利用し、説得力

のある文章を書くこと

ができているか。

○与えられたテーマに

対して自分の考えを秩

序立てて論理的に考

え、表現することがで

きているかO
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第4節　キザな哲学用語で武装した哲学的な文章による小論文と平

易な文章による小論文との比較訓練により誰でも小論文が

気楽に書けるようになる

村上　暁彦

I.本節のねらい

現在、教育現場で行われる機会の少ない小論文指導というものを、

哲学的な文章と,科学的な文章とを比べそれぞれを分析して行く。

その過程で内容を重視し、結果としての事実に結論を語らせること

で、文章に説得力が生まれてくることを理解する。さらに小論文は

どのような文章であるべきかを考え、具体的に提示することで、誰

でも簡単に気楽に小論文が書けるようにさせる.

Ⅱ.学習者観(対象:高校一年生)

現在、小論文と聞いて喜ぶ生徒はおそらく少ないであろう。それ

は、文章を書くということに対して学習者は非常に高い苦手意識を

持っているからである。小・中学校では夏休みの宿題に始まり、運

動会で印象に残ったこと、修学旅行の思い出など、ただだらだらと

書かせているだけの作文であっただろう。これが「ただ時間ばかり

かかる罰のようなもの」として作文を捉えていたに違いない。そん

な状態でいきなり小論文を書くといっても、良いものが書けること

は決してない.さらに指導の面から言っても小論文の指導は十分に

行われてはいない.

そこで、文章比較を通じて小論文というものを自分の目で見出す

ことで文章に対する苦手意識を取り除くきっかけとしたい。

さらに文章の技術に固執し、上手な表現、感動的な文章を目指す

従来の作文指導の観念を捨て、しっかりした結論と万人に容易に理
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解出来る客観的事実よって、説得力のある小論文が書けるというこ

とも考えさせていきたい。

Ⅲ.本節の可能性

・文章を書くことに対する苦手意識を取り除き、積極性に変える

ことが出来る。

・表面だけの文章技術を磨くだけのごまかしを止め、より説得力

のある文章を書くことができる。

・従来の指導にない、内容重視の小論文を書くという意識を学習

者に持たせることができる。

Ⅳ.指導目標と指導計画

○指導目標

・科学的文章と哲学的文章の性質の違いをはっきりと捉え、その目

的を理解することができる。

・小論文はどのような文章であるかを理解し、課題に即した小論文

を書くことができるo

C)指導計画

《学習指導過程》 (全4時)

* 時 指 導 目標 学 習 者 の活 動 指 導 上 の留 意 点

1 . 1 .小 論 文 を積 極 . 課 題 に 基 づ い て 情 .本 癖 は 文 章 表 現

的 に 書 く こ と 報 収 集 を 行 い 、 小 と い う 観 点 か

が で き る0 論 文 を 作 成 す るD .. ら 小 論 文 を 書

く こ と を 伝 え

る 。 課 題 を

提 示 し、本 時 か
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ら 次 時 ま .で に

小 論 文 を 仕 上

げ て く る よ う

呼 び か け る 0

2 2 .二 つ の 文 章 を -鷲 田 清 一 の 「自分 . . 二 つ の 文 章 を提

読 み 比 べ 、分 こ の 不 思 議 な 存 示 し、文 章 の 内

か りや す い 、 在 J ( 第 一 学 習 社 容 に 注 目 す る

ま た は 分 か 「国 語 総 合 」) と よ う に 呼 び か

り に く い と N A T U R E 「医 学 : け る 。

. ク ラ ス 内 で の 状

況 を確 認す る Q

. 教 室 全体 で 共 通

思 っ た 理 由 ア ヒ ル か ら も 直 接

を 説 明 で き 感 染 の 恐 れ l イ ン

る。

.教 師 の指 導 に

フ ル エ ン ザ ウ イ ル

ス 感 染 の 新 経 路 」

と を 前 時 ま で に 書

い た 自 分 の .小 論 文

が ど ち ら の 文 章 と

印 象 が 似 て い る か

を考 え る 0

. 鷲 田清 一 の 文 章 の

従 い 、文 章 の 内 容 を 理解 す る 0 の 理 解 を も っ た

概 要 を つ か め に 、詳細 にわ た

む こ と が で り文 章 を 解 説 す

き る e る。
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2 3 .教 師 の 指 導 に . 前 時 の 内 容 を 確 認 . 前 時 を 振 り 返

従 い、文 章 の し 、 本 時 は り、そ の 後 文 章

概 要 を つ か N A T U R E の 文 章 を解 説 す る。

'7 - 蝣'/ y - ト中

む こ と が で

きる 。

.二 つ の 文 章 を

を 理解 す る 0

二 つ の 文 章 の と こ

ワ ー ク シ ー が 違 つ た か を ワ ー を配 る。

トの 項 目 ご ク シー トに 従 い 記

と に 多 面 的

に 捉 え る こ

とが で き る 。

入 して い く D

3 4

.二 つ の文 章 の

. 前 時 を 怒 起 す る。

. 小 論 文 の 特 徴 を理

. 前 時 まで の 想 起

を 行 い、本 時 は

二 つ の 文 章 の

違 い と 小 論 文

を 関 連 付 け て

考 え て い く よ

う 呼 び か け る 。

. 小論 文 の 特徴 に

違 い を 理 解 解 す る 0

. 小 論 文 の 特 徴 に あ

つ い て 解 説 す

し、 小 論 文 に

表 れ る特 徴 と

結 び つ け る こ

とが で き る 。

.ワー ク シー ト

る P

. 様 々 な面 か ら推

な どの特 徴 を わ せ 、 第 1 時 で 書 敵 を 試 卑 る よ う

麺 解 し、 自分 い た 小 論 文 を 添 削 呼 び か け る。

の 文 章 に 応 用 す る e
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で き る e

第1時　学習指導案

●本時の目標

・今までの学習を振り返り、小論文を書くことができる。

・小論文に必要な情報を収集することができる。

《学習指導過程》

時 間 学 習 者 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点 醸 価 の 観 点

0

2

7

. 本 時 の 活 動 の 説 明 . 本 時 か ら は 小 論 文

. 自 分 の テ ー マ

.を 聞 く。

. 課 題 を 聞 き 自 分 で

に つ い で 考 え て.い

く こ と を 伝 え る 。

. 課 題 「戦 争 に つ い

細 か い テ ー マ を て 」 を 伝 え 、 そ れ

決 定 す る 0

. 方 針 を 考 え 、 ど の

ぞ れ 具 体 的 に テ ー

マ を 設 定 す る よ う

呼 び か け る 1 0 0

.0 字 程 度 で 書 く こ

と も 伝 え る 。

. テ ー マ を 設 定 し た

よ う な 情 報 が 欲 ら 、 小 論 文 を 書 く に 必 要 な 情

し い の か を 考 え た め の 情 報 を 収 集 .報 を 的 確 に

た 後 、図 書 館 な ど す る こ と を 伝 え 、 集 ÷.め る こ と

の 施 設 を 利 用.し 、 次 時 ま で に 完 成 さ . が で き た か 0

情 報 を 収 集 す る 0 せ て く る よ う に 伝
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・小論文を書き始め

る。

・次時の予告を聞

く。

える。

・次時までの宿題と

して、小論文を完

成させてくること

を伝える。

・次時の予告を行

う。

第2次　第2時　学習指導案

●本時の目標

・自分の書いた小論文を客観的に捉え,二つの文章と比較すること

ができる.

・鷲田清一の文章の特徴を理解することができる。

《学習指導過程》

時 間 学 習 者 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評 価 の 観 点

0

1

. 前 時 を 想 起 す る 0

.. 鷲 田 清 一 「自 分 .

. 前 時 に 書 い た 小 論

文 を も と に 本 時 か

ら は 小 論 文 の 書 き

方 に つ い て 考 え て

い く こ と .を 伝 え

る 。

. 二 う の 文 章 の 表 現 二 つ の 文 章

こ の 不 思 議 な 存 面 に 注 目 し て 読 ん を 読 ん で 自

荏 .」 と N A T U R E で い く よ う.呼 び か 分 な り ゐ 考
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「アヒルか　ら　も

直接感染の恐れ

-イ　ンフルエン

ザウイルスの感

染の新経路」の二

つの文章を読むo

・前時までに書いた

自分の小論文が

二つの文章のど

ち　らに似ている

か、考える.

・本文の内容が観念

的な内容であり、

対応して表現も

観念的、多義的に

なっている　こ　と

を理解する。

・その内容が事実を

・このときも表現面

に注目するよう呼

びかける。

pp.122 1.8 1意味

の境界」 pp.124

1.5 「世界の解釈の

-体系を共有して

いる」pp.124 1.10

「わたしはだれを

(罪-わたし)と

して差異化(-差

別)することによ

ってわたしであり

えるのかj　などの

意味を考えること

で、肴の表現だけ

では意味が決めら

れない表現である

ことを伝える。

・なぜ多義的、観念

えを持つこ

とができた

か。

・それぞれの

表現に注目

し、鷲田清一

の文章の特

徴を理解で

きたか。

・挙がった特
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伝えるものなの

か.筆者の考えを

伝えるものなの

かを考える.

次時の予告を聞

く.

的になるのかとい

う　問いかけをす

る。そこから、伝

えようとする内容

が違う、つまり事

実を羅列するもの

ではなく、自分の

考えとその過程を

伝えるために.抽

象的な表現になっ

ていることへとつ

なげていく。

・次時はもう一つの

文章　NATURE　の

方をみていくとい

うことを伝える。

徴をも　と　に

文章自体の

目的を理解

する　こ　とが

できたか.

第2次　第3時　学習指導案

●本時の目標

NATUREの文章の特徴を理解することができる。

・ワークシートに記入し、二つの文章の違いを客観的に理解するこ

とができる。

li *?'vi川7 25.*3 fv :I,

時 間 学 習 者 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評 価 の 観 点

0 . 前 時 の 想 起 を す . 前 時 の 鷲 田 清 一 の

る 。 文 章 に 続 き 、 本 時

は .こ N A T U R E の 文
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・本文の内容がデー

タや事実をもと

にした、客観的考

察を述べている

ことを理解する。

・前時と同様にこの

文章の内容が事

実を伝えるもの

なのか、筆者の考

えを伝えるもの

なのかを考える。

・二つの文章を想起

しながら、ワーク

シートの項目ご

とに記入してい

く.

章を分析し、両者

の比較を行うこと

を伝える.

・データや事実の部

分に注目させ、表

現も科学的言葉で

簡素な内容になっ

ていることを呼び

かける。

・なぜ科学的な言葉

で衛潔な内容にな

っているのかとい

う　問いかけをす

る。そこから自分

の考えを万人に理

解できる客観的事

実として表現して

いるという　ことへ

とつなげていく。

・ワークシートを配

布し.二つの文章

を想起しながら記

入していくよう伝

える。

・ワークシートの内

容を数人に発表さ

せ、目的と伝えた

い内容によって表

・それぞれの表

現に注目し、

NATURE　の

文章の特徴を

理解でき　た

か。

・挙がった特徴

をも　とに文

章自体の目

的を理解す

ること

ができたか。

・二つの文章の

特徴を客観

的に比較す

る　こ　とがで

きたか.
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4 9 . 次 時 の 予 告 を 聞

現 の 方 法 が 変 わ っ

て ぐ る と い う ま と

め を す る 。

. 次 時 の 予 告 を 行

く 0 う 。

第3次　第4時　学習指導案

●本時の目標

・小論文がどういう特徴を持つ文章であるかを理解できる。

・目的と伝えたい内容に応じて表現の方法を変え,自分の小論文を

推撤することができる。

《学習指導過程》

時 間 学 習 者 、の 活 動 指 導 上 の 留 意 点 . 評 価 の 観 点

0

2

- 前 時 の 想 起 を 行 . 前 時 に 使 用 し た ワ

. 小 論 文 の 特 徴

う 。

. 小 、論 文 の 特 徴 に つ

ー ク シ ー ト を も と

に 前 時 ま で の 内 容

を 想 起 さ せ る 0 本

時 は 小 論 文 の 特 徴

に つ い て 考 え 、 第

1 時 で 書 い た 小 論

文 を 添 削 し て い く

こ と を 伝 え る 。

. 各 々 の 小 論 文 が デ

. い 一 夕 に 基 づ く 客 観 を 捉 え る こ 阜

て 考 え る 。 的 事 実 と : そ と か 加 で き た か 0
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・自分の小論文の中

の客観的事実と

自分の考えのそ

れぞれに相応し

い表現の方法を

ワーク　シートな

どを使用し考え

る.

・第一時で書いた小

論文を添削して

Sサ

・清書し、清書前の

・ものとともに小

論文を提出する。

ら生まれる自分の

考えの二種類で構

成ざれていること

を確認させる。

・自分の考えを、表

現を詳しくし、多

彩な言葉で述べる

のか、結果として

の事実に語らせる

ことで述べるのか

を考えさせる.

・要らない部分を削

ったり、より詳し

い説明が必要な部

分に言葉を加えた

りしていく.

・学んだことを

自分の小論文

に合わせて応

用できたか。
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ワークシート(む

☆文章表現の違い☆

( )午( )虹　氏名(
A: 「自分・この不思議な存在」

B : 「医学:アヒルからも直接感染の恐れ-インフルエンザウイルス感染の
新経路」

○下の項目にそってA, Bそれぞれの文章がどのようであったか、具体
的にどの部分がそうだったかを詳し-<書き込んでいこう。

A の文章 B の文章

言葉 の難

しさ

「思 う」

.ま た は

「考 えら

れる」 と

いう表現

数値のよ

うなデー

タ

抽象的な

言葉

○次に挙げているような内容の文章を書くときにはA、 Bどちらの文章
のような表現をすることが適切だろう。 (　)にA、 Bを当てはめて

みよう。

「自分はこう考える」という内容　　　　　　- ・ ・

「ここから読み取れることはこうである」という内容・

ある出来事から考えたことの道筋一・ ・ ・一　一・

ある出来事を読み手に伝える・ ・ -
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《今後の課題》

本節は「小論文を簡単に書く」ために、小論文とはどのような文章か、またどの

ように書いたらよDか、ということを技術的な要素で示すという試みであった.しか

し今回取り扱った二つの文象哲学的文章と科学的文章は比較する上で、大きな違い

はあるものの、重なる面もまた多くあり特徴としても一概には言えないといった内容

になりうるかもしれない.しかし本節の狙いでも述べたとおり、学習者の苦手意識は

「どう書いていいかわからない」という迷いからくるものであるので.今回、ある程

度技術的に示すことができたのでここからさらに具体的な比較分析をすることで、よ

り詳しい「小論文の書き方」を提示することが望まれるであろう

加えて、教材としてあげた二つの文章は内容的にも非常に難しく、理解することが

困難である:学習者もいると考えられる.少ない時間で理解し,特徴を捉えるためにで

きれば科学的、哲学的ということが容易に理解でき、特徴をつかみやすい教材を使用

することが望ましいと考える。
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Bioivjws
ネイチャージャバシとアプライドバイオシステムズジャパンが共同でお届けしている

無料ウェッブマ娩タン``BioNews"。その新着タイトルから一つご紹介しますo

今すぐBioNewsにアクセスして今週号をお楽しみくださいO

From naCure news service

以下の内容 はNature Japan制作・監修[Nature News Service 日本語版」の紹介です

医学:アヒ)kからも直接感染の恐れ-インフルエンザウイルス感染の新種播

次に大流行して多くの人の命を奪うインフ

ルエンザウイルス株は、アヒルから直接、人
間に感染するかもしれない、と新しい研究

箱栗が報告しているl。この報告は、動物
が持つウイルスの監視を酎ヒする必要があ

ることを意味している、と専門家は暫告して

SE3P
次に大流行する株は、50万人近くが犠牲に

なった1968年のインフルエンザ流行と同じ
ように、野生の水鳥が起掛=なると多くの

研究者は考えている..ウイルスは、水鳥から
ニワトリやブタに感染し、そこで人間への感

染を可能にする迷伝子を別のインフjL,エン

If--r>.∫)L・式か.f-i.入れるMl.
・IVれがある。
中国・香港大学のTiGuanは、こうした感染
握路ではなく、ウイルスがアヒルから人間へ

違按.感染するかもしれないと警告する.

Guanらの研究チームは、2000年から2001年
にかけて中国の鳥肉市場で採集した500近
くのインフ)LJエンザウイルスの遺伝子配列を

冠&m
その結果、すでにアヒJL,の持つインフルエ

ンザ株は家きん頬のウイルスから逓伝子を
獲得しており、人間の細胞に侵入する能

力を備えているかもしれないことをGuinらは

発見した。ノースウエスタン大学(米国イリノ
ノ川tTェバンスわン)めィンフルエンザ専門家

RobertLambは、「アヒルの持つウイルスは

人間に感染しうるものに近づいている」と

=,St。

このウイルスは□9N2といい、おそらく、野生

の鳥から家きん類に感染し、そこでインフル

エンザウイルスと遺伝子を交換し、アヒルに

再び戻ったのだ.米軍病理学研究所(メリ

ーランド州ロックピA-)のウイルス学者Jeffery

Taubenbergerは「私たちが考えていた以

上に、鳥類から鳥類へのウイルスの移動は

頻繁に起こっているらしい」と乾す。

近づく大流行

最近になって増えているさまざまな事例は、

新型インフルエンザの世界的大流行が近づ

いていることを示唆している. 1997年には、

H5Nlと呼ばれる香港鳥型インフルエンザウ

イルス株が流行し、数人が死亡した。今年

は封の棟がオランダのニワトリの間に急速に

広がり、 80人を超える人が感染し、1人が死
ansa

このような動物由来のインフルエンザウイル

スは脅威だBなぜなら、私たちはこうしたウイ

ルスに対する自然免疫を持たないからだ。

しかも、突然変異、あるいは人間のインフル

エンザウイルスとの遺伝子の交換によって、

ウイルスがさらに筒単に人間に感染できるよ

うになったら、次の流行はこれまで以上に深

刻かもしれなし.、。

動物が持つウイルスの監視を酎ける必要

があるという点で、感染症の専門家たちの

意見は一致している。専門家たちは.どの

動物がもっとも危険なインフルエンザウイル

http ://bionews

ス株を持っているのか、おとなしい株がなぜ

死者が出るような危険な株に変化するのか

を解明したいと考えている.

すでに世界保健機関(WHO}がまとめ役と

なり、世界中の研究所でつくるネットワーク

が、インフルエンザ株を世界規模で監視して

いる。カリフォルニア大学ロサンゼルス校の

疫学者Scott Layneは「新しいウイルス株が

現れても,これまで以上にうまく対処できる

はずだ」と話す.

Layneは、年間数十万サンフ'A-のウイル声試

料を分析できる施設を借り、結果を即転こ

インターネット上で公開しようとしているq貴

近になって重症急性呼吸器症撮郡SARS)

が出現し、こうしたウイルスの霊魂の必要性

がいっそう明確になった、と彼は話す. SAES

も動物から人間にウイルスが感染したものと

考えられている。

Helen Pearson

C舶t Na如N.e昭Service 1003
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第1節　r記録魔」といわれる人間の育成へ　一一大村はま・柳田

国男・藤原与-・野地潤家先生は優れた記録魔だった--

村上　暁彦

I.本節のねらい

人間は考える動物である。しかしながら、その全てを記録するこ

とはできない。自分白身の思考の過程を記録という形で残すことで、

より考えを深めることができる。その過程において記録という行為

は非常に重要である。そこで文章の中で記録が与える効果を考え、

自分が書いた文章の中に応用しながら、記録の与える効果について

考えていく。こうした授業を通して「記録」という行為を日常的に

定着させ、自分の考えを深化していくことを本節のねらいとする。

Ⅱ.学習者観(対象:高校一年生)

自分の考えを文章で表現するということは国語としても、他教科

ひいては社会の中で生きていく上で非常に大切なことである。現代

の社会では、自己表現力が重視されているB　しかし、自分の考えを

文字化することも苦手であることながら、自分の考えの内容という

面でも現在の学習者は大きな問題を抱えていることであろう。自分

の発言や文章に現れる自分の考えが豊富であることが、よりよい内

容を生み出すことは分かりきった事実である。t自分の考えがないと

いう状況、無主義・無主張という言葉があるように学習者も似たよ

うな悩みを持つことがあるだろう。

その解決策の-つとして、本節では「記録」という行為の定着を

中心に指導していく。記録という一見単純に見える行為も日常の中

-95-



で行っていくことで大きな効果を発揮するということを指導してい

く。つまり日常の中で、自分の中の浮かんでは消えていく様々な考

えを記録することで、文章の内容、自分の背景を豊かにしていくと

いうことを体験させていく。さらに記録を日常化し、小論文などの

自己表現力を発揮する場面へと反映させていくことを目的とする。

班.本節の可能性

国語科授業の中で、ほとんど扱われてない「カード法」を取り入れ

ることによって、注目されている自己表現力が伸びるとともに,記

録という行為を通して自己を内政的に見つめ直すことができること

から次の4点の可能性が考えられる。

・自分の論の主軸となる考えを常に持つように心がけることで、

小論文がより書きやすくなる.

・記録、メモの重要性、効果を理解することができる。

自己の内面を見つめ、客観的に捉えることができるようになる。

・文章の内容を重視し、表現だけにごまかされない小論文が書け

るようになる。

Ⅳ.指導目標と指導計画

○指導目標

・文章の中でどのように「日常の記録j　を応用するのかを理解し、

活用することができる。

・記録をとる方法を身につけ、自分の考えを述べる術を見につける

ことができる。
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○指導計画

《学習指導過程》 (全4時)

衣 時 . 指 導 目標 学 習 者 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点

1 1 . 教 材 を 理 解 す - 教 材 (第 一 学 習 社 『国 . 特 に 事 例 に 注 目

る 。

. 事 例 に 注 目 し

語 表 現 I 』 し 筆 者 の 意 見 と

p p .38 ~ p p .4 1 「理 想 的 の 関 係 を 詳 し く

な 日 本 語 生 活 を 一 理

と 情 】 」) を 読 む 。

. 考 え を 文 章 に す る と

分 析 し て い く e

. 筆 者 の 考 え の 発

文 章 を 分 析 き の 事 例 の 提 示 の 仕 生 過 程 を 表 し 、

で き る 0 方 に 注 目す る 。(特 に 詳 し く 事 象 が 述

会 話 が 挿 入 さ れ て い ぺ ら れ て い る こ

る こ と . 日 常 で の 発

見 が も と に な っ て い

る と い う こ と に つ い

て )

と を 言 う D

1 2 . 事 例 が 文 章 の . 教 材 文 の 中 .の 事 例 の . 事 例 が 現 れ る こ

説 得 力 に ど 効 果 に つ い て 考 え と に よ っ て 文 章

の よ う な 影 る 0 に ど ん な 効 果 が

響 を 与 え て . 例 を 書 く た め に 何 を 生 ま れ て い る の

い る か 考 え す る こ と が 必 要 か を か を 考 え る 。

. カ ー ド法 を 紹 介

る こ と が で 考 え る 。

き る 。 I カ ー ド法 を 知 る 0

. 書 き 方 を 理 解 す る 。 す る 0

1 3 . 自 分 の 思 っ た . メ モ を 取 る と い う こ . 日 常 で メ モ を 取

こ と を で き と を 通 し て 、 限 ら れ る 理 由 を き つ か

る 限 り ま と た 範 問 に ま と め て 記 け に 目 的 を 理 解
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め 、分 か りや 入 す る こ と を 学 習 す させ る 。

. 自 由 な 内 容 を書

す く 書 く こ

と がで き る e

る 。

.「日常 的 な 物 事 へ の些 .

細 な 考 え 」 と い うテ

叶 マ で エ ッセ イ を書

く。

か せ る。

1 4 . 他 人 の考 え に .前 時 か ら書 き始 め た 、 . 「自 分 は ど う思 う

対 し、 自分 も エ ッ セ イ を 交 換 し 読 か 」 と い う 視 点

考 え を 持 て み あ う 。ま た そ れ を受 を 大 切 に さ せ

る。 け て の 自分 の考 え を、

カ ー ド法 を 活 用 し 記

入 す る 。

る e
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第　-I:k　恥　D'r　、f-#ra#・&

●本時の指導目棟

・文章の中で、事例の提示がどのようにされているか理解すること

ができる。

・意見と事例との関係を理解することができる。

・事例がどのようなものであるかを把握する。

《学習指導過程》

時 間 学 習 者 の 活 動 . 指 導 上 の .留 意 点 評 価 の 観 点

0

1 0

2 5

4 0

4 9

. 「理 想 的 な 日本 語

生 活 を 一 理 と 情

ー 」.を 読 む O

. .本 文 中 の 三 つ の . 本 文 中 の 事 例 ① 「電 話 」 . 3 つ の 事 例 を

事 例 を 挙 げ 、 ワ. ② 「道 を 尋 ね る 」 ③ 「お 理 解 で き る 0 P

. 自 分 な り に 事

ー ク シ 「 ト① の 辞 儀 」 の そ れ ぞ れ が 何 を

内 容 に 沿 っ て 記 言 う た め に 使 わ れ て い

大 し て い く 0 る の か を 考 え さ せ る 8

. 筆 者 とPは 違 う 事 . 筆 者 の 事 例 に 習 い 、 同 じ

例 を 創 作 す る 0

. 本 文.の 筆 者 の 主

よ う な 事 例 を 考 え さ せ . 例 を 創 作 で

る 。 き る 。

l 3 つ の 例 が 主 張 す る 論 の . 論 の 流 れ を 読

張 は 何 で あ っ た 流 れ を 見 る こ と で 、 筆 者 み 取 る こ と

か を 考 え る 。

. 次 時 の 予 告 を 聞

く 。

の 全 体 の 主 .張 を.理 解 す

る 0

. 次 時 の 予 告 を す る 。

が で き る 。

-99-



第一次　第二時　学習指導案

●本時の目標

・例が文章に与える効果について、自ら考え理解することができる.

・カード法について知り,書き方を身につける。

《学習指導過程》

時 間 学 習 者 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評 価 の 観 点

0

7

2 0

4 0

4 9

. 本 文 を 黙 読 し た . 3 つ の 事 例 が 作 り 出 す 論

. 項 目 に 沿 っ て

後 、 前 時 の 想 起 の 流 れ と 、筆 者 の 全 体 の、

を 行 うe 主 張 を 中 心 に 復 習 す る 。

. 前 時 に 記 入 し た . 事 例 が あ る こ と に よっ て

ワ ー ク シ ー ト(む 説 得 力 は ど う な っ て い 書 .普 .込 む こ

な ど∴を 参 考 に し る か 、伝 わ りや す さ ほ ど と が で き る 。

. カ ∵ ド法 に よ

な が ら 、 文 章 に う な っ た か な ど を 考 え

例 が 与 え る 効 果

に つ い て 考 え て

い くO

. 事 例 の 内 容 を 考

さ せ る 。

. 事 例 の 内 容 が 日 常 的 な こ

え た 後 カ ー ド法 と ヘ の ち ょ っ と し た 着 る 記 録 を 理

に つ.い て 学 ぶ 0

. カ一一 ド へ の 記 入

眼 か ら 生 ま れ て い る こ 解 す る こ と

と 、そ れ を カ ー ド法 に よ

っ て 捉 え る こ と が で き

る こ と を 伝 え 、 カ ー ド法

に よ る 記 録 を 教 阜 る D

- カ ー ドへ の 基 本 的 な 書 き

が で き る 。

方 法 を 学 ぶ 0 方 を 指 導 す る 。

. 次 時 の 予 告 を 開

く 0

. 次 時 の 予 告 を す る 0

-100-



PLf ・次　tf. _Ii'i ・?tf脂・蝣S'告三

●本時の指導目標

・聞いたことを後に見ても理解できるようなメモを取ることができ

るO

・メモの取り方を考えることで、カードへの記入に応用することが

できる.

《学習指導案》

時 間 学 習 者 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評 価 の 観 点

0

5

2 0

3 0

. 前 時 の 想 起 を す . カ ー ド と い う 限 ら れ た 紙

. メ モ を 正 確 に

る 。

. (第 一 学 習 社 『国

に 記 入 す る た め に 、 本 時

は ま と め る と い う 行 為

を 学 ぶ こ と を 伝 え る 0

. 筆 者 の 主 張 、 そ の 根 拠 を

語 表 現 I 』 中 心 に メ モ を 取 る よ う 取 る こ. と が

p p .4 2 ~ p p .4 4 に 伝 え 、 本 文 を 音 読 す で き る 0

. 書 く エ ッ セ イ

r 漢 字 と 日 本 文

化 」) の 教 師 の 音

読 を 開 き 、 メ モ

を 取 る 0

. 牡 に な り 自 分 の

る 0

、. 鍵 で 活 動 し た 後 、 教 師 が

聞 き 取 っ た 内 容 大 体 の 解 説 を し 、 も う 一

が ど れ く ら い で 度 音 読 す る 。 そ の 際 に 教

あ っ た か を 確 認 師 は 社 内 の 話 し 合 い の

す る 。 内 容 を 書 か せ 回 収 す る 。

. 次 時 の 予 告 を 聞 . 次 時 は 「日 常 的 な 物 事 へ

き 、 エ ッ セ イ に の 些 細 な 考 え 」 と い .う テ の 内 容 を イ

つ い て q) 注 意 を ー マ で 書 い て き た エ ツ メ ー ジ で き

聞 く 。 さ ら に 教 セ イ を 読 み 合 う こ と を る 。
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師の模範作品を

開き、イメージ

を固める。

伝え.教師の模範作・晶を

聞く.

・内容としては、普段なら

素通りしてしまうよう

な、物事に着眼し、自分

なりの考えを綴るもの

にする.

・本時で学んだことを活用

し、来週までにテーマに

沿ってカードを活用し、

エッセイを書いてくる

ことを伝える。その際カ

ードも-緒に持ってく

るように伝えるD

第一次　第四時　学習指導案

●本時の目標

・他人のエッセイを読み、評価することができる.

・他人のエッセイを読んで,自分の意見を持つことができる.

《学習指導過程》

時 間 学 習 者 の 活 動 指 導 上 の.留 意 点 . 評 価 の観 点

0 ー前 時 ま で の 想 起 .前 時 ま で に学 習 した こと

を 行 い 、 自 分 の を 想起 し、.自分 が 書 い て

エ ッセ イ の 最 終 き た エ ッ セ イ を も う 一

確 認 を す る 0 度 読 み 直 し て み る よ う .
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・最初は班内でエ

ッセイを読み合

い、その後は自

由　に交換し合

う。そしてカー

ド②に記入して

SB*

伝える。

・カード②を配り、他人の

エッセイを読んでの感

想・意見を毎回書いてい

くことを伝える。

・今後ともカード法を活用

し、日常の様々なことを

新しい視点で捉えるた

めに活用して欲しいと

いうまとめをする。

・他人のエッセ

イ　を評価で

きる。

・自分の言糞で

他人のエッ

セイ　に対す

る感想・意見

が書ける。

《今後の課題》

本節では、カード法を用い、日常的な物事をいつもと違った着眼点

で捉えさせることが目的であったが、小論文における説得力,論理性

の向上という点ともっとからめていけることができれば良かったよう

に思う.カード法の日常的使用によって自分の考えが探化された次の

段階として、それを論理的に捉え文章として表現するところまで授業

を構想することが必要になってくるであろう.加えて文章の分析に時

間を割いていないので,内容のある文章を十分に理解し、自分に必要

な力が文章に含まれていると自覚し理解するというよりは、カード法

活用への導入的扱いに終わってしまった。しっかりとして動機付けを

行うことも授業として大切なことであると考える。さらにエッセイと

いう自由な書き方を終えた次の活動として、意見文へと昇華させてい

きたいと考える。
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第2節　記録文「アカテガ二の大行進」に学び、周辺の観察を通して記録文を書

く。

津田　佳奈子

1、指導の目標

○客観的な事実を記録し,文章に生かすことができるようにさせる。

O r記録」の対象は特別なものや出来事だけではなく、日常の中にもあるという

ことを実感させる.

○小論文を書く際に「記録」という視点を取り入れることができるようにさせる。

○客観的な事実を加えて、説得力のある文章を書くことができるようにさせる。

2,指導の要点

◆授業の大まかな流れ

○本文により、 「記録」を文章に生かす方法を知る。

J

O身近なことを観察し、記録を試みる。

J

O記録を文章に生かし、説得力のある文章を書く。

大学入試で課される小論文では、一見記録文の書き方はあまり役に立たないよ

うに思われる.しかし論の中に、推移していく事柄や自然の事柄などの客観的事

実を踏まえ根拠を示して書くとことで文車全体に説得力を持たせることができ

るので,小論文を書く上でも有効な方法であると言う事ができる。

本教材を使用し、記録的なものの見方の文章への生かし方を学習していく。著

者の優れた観察眼により、事実がどのように文章の中に描き出されているかを読

み取り、学習者が記録文を書いていく上で役立てていけるようにしたい。また実

際に記録文を書かせる際に、まず身近なものに着目させて観察対象とさせる.学
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習者は特別「観察」という意識を持っていなくても、日常生活の中でr観察」を

行っていることはしばしばあると考えられる。例えば、他人の観察である。他人

の癖や話し方の分析を無意識のうちに行っていることがある. 「観察」が学習者

の日常と決して切り離された所にあるのではないという意識を持たせ、 「記録文」

を書くということへの抵抗感を取り払いたい。本教材では「アカテガこの産卵j

という、学習者にとっては非日常的なものが観察対象となっている。そのため、

「記録」を非日常的なもの、特別なものと思い込ませる恐れがあると思われる。

それを避けるた釧こ「記録」は日常のものごとの観察でもできるということを強

調し,小論文に生かすことのできる　r記録」を身に付けさせたい。

○指導目標

・教科書の本文で、工夫されている点を理解し、自分の表現に生かすことができる。

・観察的な視点を持って記録をし、文章化することができるD

○指導計画(全2時間)

時 学習目標 学習活動 指導上の留意点

寡 ○記録 文 とは どのよ ○ 記録文 について理解 ○客観的な事実を記録 した

- .うな ものか を理解 する。

〇本文通読。

○本文から二記録されて

いる事柄 を順を追 っ

て理解する。

0 記録文 に必要なもの

ものであることを押 さえさ

時 する。 せる。.

0 記録文には正確な情報や
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○本文の工夫されて .

を考える。

○本文中で、「アカテガ

細部にわたる観察が必要で

あることを理解させる0

0 擬人法、擬態語、繰り返

いる点に気付くe

O 工夫点と「主観」「客

この産卵」という 「記 し、省略などが挙がるよ

録」を文章に表す上で

著者が工夫 している

点を探す。

○文章における客観的

うにする。

○本文から、著者の主観に

視点、主観的視点につ よって書かれている表現

いて理解する。

○挙げられた著者の工

を抜き出させ理解 させ

るe

O 著者が強調したい (読書観」の関係を理解す 夫点と「客観」「主観」

るe の関係を考えるe

O 「観察」の対象を決め

に伝えたい) ことの表現

に技巧を凝らし、そこに

著者の主観が入っている

る。

○宿題としてワークシ

ことに気付かせる。

O r観察」の対象は日常的

なものでいいことを強調

ート②をやつてくるO する。

第 ○教科書の本文の中 ○ワークシー ト②を基 0 教科書の本文を参考にさ

で工夫されている に、ワークシート③を せる。.比噛表現の使い方

時 点を理解し、自分の

表現に生かすこと

ができるe

O 観察的な視点を

記入するe

O ワ「クシー ト③を基

など。

持って記録文を書 P

くことができるD

に、記録文を書くO
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〇第一時学習指導案

指導目標・記録文とはどのようなものかを理解させる。

・ 「アカテガ二の大行進」から、記録文の特徴を押さえさせる

学習活動 指導上の留置点 評価の観点

○記録文 について理解す ○自然界の出来事 .事実を記 ○記録文 とは どのよう

る。

○本文を通読する0

○アカテガニに関する記

録 した文章、.人間の言動を なものかを理解す るこ

記録 した文章があること

を押さえさせる。.

○何 について記録 されてい

る文章なのか を押さえさ

せる0.

0 本文の記述か ら、記録 され

とができたか。

○ 「アカテガこの大行

録 について以下の.5 点 て いる事柄 を順 を追 って 進」 に書かれている

をまとめる。 理解 させる0

0 思いついたことを発表 さ

情報 を、順を追って

.アカテガニに出会った時 理解することができ

1 間

,アカテガ二に出会 った場

所

.出会 った時のアカテガニ

の様子 .

.アカテガ二が産卵してい

る場所

.アカテガ二が産卵してい

る様子

○記録文 に必要な ものを

たか。

O rアカテガ羊の大行

「アカテガこの大行進」 せる0 記録文に.臥 正確な 進 J か ら、記録文 の

から確認する。

○本文中で、「アカテガニ

情報が必 要であることを 特徴を理解すること

押さえさせる。

○擬人法、擬態語、繰 り返し、

ができたか 0

-114-



の産卵」という「事実」

を記録文にする上で著

者が工夫している点を

探す.ワークシート①記

入.

○本文から、著者の主観に

よって書かれている表

現を抜き出す。ワークシ

・ト、し蝣sil人.

0客観的な事実の記録に、

著者の主観が加えられ

ることでの効果を考え

る.ワークシート①記

入.

0工夫されているところ

と主観が加えられてい

るところには、どのよう

な共通点があるかを考

える。ワークシ-ト(丑記

入。

〇日分が観察する対象を

決める。

○ワークシート(塾を宿題

としてやってくる。

○次時の予告。

省略などが挙がるように

する。

○著者の強調したい部分や

読み手に伝えたい部分が分

かる、などの著者の気持ちが

表れることを押さえさせる.

○筆者が強調したいところ

に、表現上の工夫がされて

いることを押さえさせる.

○観察の対象はE]常的なも

のでいいことを伝える。日

常の観察の例を挙げる他

人の癖や話し方など。

○ワークシート②の説明を

するO

対象は人に限定しなくて

もいいことを伝える。

○著者の工夫点と「客

観」 「主観」の関係を

考えることができた

か。また, 「アカテガ

ニの大行進Jから、

記録文の特徴を押さ

えることができた

かQ
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〇第二時学習指導案

指導目標・ 「アカテガこの大行進」で工夫されている点を理解し、自分の表現

に生かすことができているか。

・観察的な視点を持って記録文を書くことができているか。

学習 活動 指導 上留 意点 評価 の観点

○前時の想起。

○ ワ ー ク シー ト② を 基

に、 ワー クシー ト(卦を

.記入する 0

0 ワー ク シ} ト③ を基 に

○記 録文に必要 な ことや 、.敬

科 書 の本 文 で の工 夫 点 を

確 認す る 0

0 回 収 し、添 削 して 返却 す ○ 「アカテガ この大行

記録文を書 く (8 0 0 る 0 進 」で工夫 され てい

9 =) .る点 を理解 し、 自分

の表現 に生かす こと

ができて いる

か。

○観 察的な視 点を持 っ

て、記録文 を書 く こ

とがで きて いるか 0
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抱BJ-BB旧聞

☆(　)さんの観察記録　　名前(

・観察日-　月　日　　曜日

・場所

・状況(観察の対象者は何をしているか、観察者との位置関係、周りの様子などD )

∴時 間 の 流 れ 巧そ った 対象 者 の様 子 0

分 対 象 者 の 様 子 .行 動 (事 央 ) 患ったこと
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ワークシート③

☆観察記録に「私」を入れよう☆

mmヨ

・ (　)さんの観察結果から、主張は何かを考えよう。

ヰ張の根拠となる行掛様子(観察した事実)は何かを奪えようb

欄調したい行掛梯子に工夫をしてみよう。　*比鳩や擬態語など

強調したい行動J様子 →工夫後
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第3節　欄き書きを書く」のは記録文と物帯文との総合行為だ- 「看護師、そ

れはやりがいのある仕事」に学んで-

春名聡子

1.指導の目標

開き書きを書くにあたって、取材相手の人間性を表に出しながら、その思いを読

者に強くアピールできる文章を書けるようになることを目標とする。

その目標にいたるた吟のポイント

①聞き書きを書くことの意味を理解させる。

②聞き書きを書くための取材の行い方を理解させる。

③取材内容のまとめ方を理解させる。

④聞き書きの書き方を理解させ、身に付けさせる。

2.指導の要点

聞き書きを書くということ臥自分の意見を書くこととは違うため、だらだらし

たものになりやすいと考えられる。しかし、聞き書きとはある人の考えを、別の人

に伝えるものであるから、文章に伝達力がなくてはならない。また、話す人には独

自の人間性があるし、その人の思いが許の背景にあるOしたがって聞き書きは、記

録文であると同時に、物語文でなくてはならないのだo今回は、聞き書きの文章の、

記録文と物語文の総合行為であるという面に重点をおいて指導していきたいと思う。

まずは、記録文としての性質を理解させ、文章に取り入れさせる。次に、物語文

としての性質を理解させ、文章に取り入れさせるOこうして、記録文と物語文とい

う二本の道をたどり、それを合わせることで、聞き書きの文章を完成させていきた

いQ
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3.学習指導計画(全3時)

指導 目標 学習活動 指導上の留意点

第 m ○聞き書 きの文章 の ○資料① を参 考に しなが 〇日分が実際に文章を

- - 意義を理解 させる0 ら、聞き書きの文章につ 書 くときのことを考

IK 時 ○聞き書きの文章 の いて理解する0 . えなが ら話 を聞かせ

書き方を理解 させ ○教科書 pp .76 (第】学習 J るO

O 取材 は最 も童要なこ

る0

0 取材 の方法 を理解

杜『国語表現 I』「看護師、

それはや りがいのある仕

事」) を読み、実際に聞き

書きの文章が どのような

ものであるかを知 るD P

○ワ】クシー ト庄)に記入 さ

する0 せながら、取材の方法を となので、全員がき

学ぶ0

0 ワー クシー ト② を配布

ちん.と理解で きるよ

うに注意す る0

0 次時までに取材を完

し、取材を行 う際それに. 了 してお くよ うに指

記 入す るよ うに指示す

る0

示する0

第 第 ○取材 内容 を生か し ○ワ】クシー ト③ を使いな ○取材内容 を生 かす こ

た聞 き書きの文 章 がら、実際に聞き書きを とができるよ うに指

次 時 を書かせ る0 ,?,-< 十 導する0

0 分量は指定 しないO

O 次時までに完成 させ

て くるよ うに指示す

る0

第 ○実際に取材 を行 つ ○完成させた聞き書 きの文 ○生徒に、聞き書 きの

てみて、取材のあり 章を、互いに読み合 う0 文章について再度盤

時 方について考えるO O よ り良い聞き書きの文章

のありかたについて考え

る0

解 させる0
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蝣ォi)こ　Sft　時　指呼柴

本時の目標

○聞き書きとは何かを理解する。

○聞き書きの文章の音義とその書き方を理解する。

○取材の行い方を理解する。

時間 学習活動 指導上の留意点 評価の観点

0 分

3 分

20 分

○教科書p p.74 と資料①

〇本単元 と本時の学習

内容を説明する0

0 資料① を配布する0

○聞き書 きの文章 とは、 ○聞き書 き とは何 かを

を参考に、聞き書きの 記録文 と物語 文の融 理解できたか0

0 取材 の方法 を理解 で

文章 とは何か を理解 合で ある こ.とを理解

す る0

0 枚材 の方法 を理解す

させるO

○ ワー クシー ト① を配

布する0

0 ワークシー トの、 「い

る0 つ取材す る? 」まで記

入 させ る0

0 テーマは放材相 手 と

話 し合 って決 めて も

いい と説明す るO

0 アポイン トの必 要性

ととり方を説明す る0

0 取材 に関する注意 事

項の欄を、発表を求め

なが らうめていく0

きたか0
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47 分

A

○ ワークシー ト② を配

布するO

○次時までに取材 を完

才しておき、…次時には

聞き書きの文章を実

際に書く:と告げる0

○次時の学習内容を知

る。
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第二次　第二時　指導案

本時の指導目標

○文章の構成を考えることができる。

○聞き書きの文章を書くことができる。

時間 学習活動 指導上の留意点 評価の観点

0 分

3 分

6 分

47 分

○構成を考えて、ワーク

〇本時の活動 を確認 す

る○

○ ワH クシー ト③ と原

稿用紙 2 枚 を配布す

る0 ○構 成がきちん と立て

シー ト③に記入するO

O 記入 し終 えた生徒 か

○適宜机間指導を行 う0

0 原稿相紙が足 りなく

られるか0

0 聞 き書 きの文章 を書

ら、文章の作成に入る なった ら前に取 りに くことができるか0

ように指示するO

O 次時 の学習 内容 を知

行 くように指示する0

0 適宜机間指導を行 う0

0 轟 き終 えた生徒 には

推敵 を加 えるよ うに

指示す るD

○次時は、文章を読み合

る0 い、聞き書きについて

ま とめ ることを告 げ

る0
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第二次　第三時　指導案

本時の指導目標

○実際の体験を通して、再度取材の行い方を理解するo

O聞き書きについて再度理解する。

時間 学習活動 指導上の留意点 評価の観点

0 分

3 分

15 分

○実際の体験を通して、

〇本時の学習内容を確認

する0

0 ワークシー ト④を配布

する0

0 発表をさせなが ら取材 ○実際の取材を通して取

取材の行い方をもう一 の行い方を考え、ワー 材の行い方を見つめな

度考 える0

0 互 いの文車 を読み合

クシー ト㊨に記入 させ おすことができている

ていく0

○班 を構成 させ 、互いに

か0

うO 琵み合わせをさせるO

O 互いの作品について話

し合いをさせ る0

0 } 番の観点はどこに取

材相手の人間性を表せ

ていたかだとい うこと

を確認する0

0 その他にも、取材相手

の話 した内容 を正確に

理解 し、記録すること

ができているかにも注

意す るこ とを確認 す

る0
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○聞き書きを行うポイン

トについて体験と話し

合いを踏まえて確認す

るo

○クラス全体の意見を開

<

.・蝣-.'蝣-','シー・l・・卜蝣"&き

に班で考え記入させて

いくo

O適宜机間指導を行う。

○実際に書く前には思い

つかなかったが、今考

えられた、ということ

を発表させ、まとめる。

○聞き書きの文章を回収

する。

(後日、アドバイス等を

書いて返却する。 )

-129-

○取材内容と文章の対応

が確認できたか。



資料①

聞き書きを書こう

聞き書きの文章は、記録文と物藩文からできています。

聞き書きとは、他者の話を聞き、その人の体験やものの見方・考え方を文章にまと

めるものです。その話を聞き、まとめることで、自らの生き方の参考になったりもし

ます。また、聞き書きの文章を書くことは、記録文と物語文の総合されたものを書く

ことになるので、文章力の育成にも役立ちます。

今言ったように、聞き書きの文章は、記録文と物語文を組合した文章を書くという

ことですD　この点をしっかり頭に入れておきましよう

取材相手の昔は、事実以上の物醇になるのです。

なぜなら、話者にはそれぞれ人間性があり、その人が話す話には、話者の思いがつ

まっているのですoつまり、事実は、話者というフィルターを通すことによって物語

へと変化を遂げるのですB　この物語を文章にすることが、漸き書きを書くということ

なのです。

● ::--;''・ EJ
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ワークシート①

取材をしよう!

誰に取材する?---・・一一一・(

Jユ
どこで取材する?・　・　・

」ユ
いっ取材する? ・

Jユ
テーマを尊ぼう!

・ ・ ・ - . . .(

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・(

次の中から運んで丸をつけておこう。 (仕事・趣味・忘れられない思い出)

Jユ
ついに取材!?

でも、ちょっと待って、ちゃんと取材相手にアポイントをとらなくちやo

ポイント- ・アポイントをとるときには、いつどこで政財をさせてもらうか、

何について聞きたいか、ちゃんと伝えておくんだよO

」ユ
今度こそ取材だ! !

取材に関する注意事項をここにいくつかまとめておこう

・にこで挙げるべき事項を1 2ページに列挙しておく。)

凸
本番だ!

-131-



ワークシート②

・聞きたいことをまとめておこう。

取材

・いっ、どこで、だれに取材を行ったのか書こうO

(

- -　　　　"　　　　--'

(足りなかったら裏や他の紙に書こう)
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ワークシート③

聞き書きを書こう

1、書きたい内容を箇条書きにしよう。

2、書きたい内容の構成を考えようQ
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ワークシート⑥
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ワークシート①について

取材に関する注意事項として授業中に挙げるべき境目をここに書いておくQ

・事前に聞きたいことを考えておく。

・似顔絵を描いておく。

・メモを取りながら話を聞くことQ

(話しているときの様子、しぐさ、話のクライマックスにきたときの表情等)

・いつ、どこで、誰が、何を、なぜ、どのように行ったのか、というポイントを聞き

逃さないようにするD

・メ刊ま要点にとどめ、話し手の顔を見て、ちゃんと聞いていることが相手に伝わる

ようにする。

・了承を得て、録音しておくと確実である。

・話し手と良好な関係が築けるように、臨機応変に対応する。

→音の流れを考えて、話を掘り下げたり、質間を加えたりする。

話が自分の思っていない方向に流れ始めたとしても、あせらず、ゆっくりと話

を開かせてもらうQ

・話を聞き終えたらきちんと御礼を言う。
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第4節　報告文(レポート) ・企画文を積極的に学校現場に導入する試み

--・社会ではこれらの文種を書く機会や場面が頻繁にあるのに

学校現場では極めて少ないのはおかしい--

-:&

この節では、第一学習社『高等学校　国語表現I 』 pp.80-pp.82 「私たちの学

校における読書の実態」およびr参考　情報の収集と整理」を利用した授業を構

想していく。

1.指導の目標

報告文(レポート)や企画文は、`学校現場でその書き方を教えることは少ない.

これらの文種を学校現場で教えることの意義として次の二つが考えられるだろう。

第一に、これらの文章は、社会に出てからは書く機会が非常に多い。そのため、

こうした文章に慣れ親しませ、書けるようにすることは重要である。

第二に、これらの文章は、性質上、簡潔で分かりやすく、かつ客観的で科学的

に書くことが求められるOそのため、こうした文書を書けるようにする中で,客

観的で科学的な捉え方を生徒の中に芽生えさせ.簡潔でわかりやすい文章表現を

身につけさせることができる。

以上の二点が報告文(レポート)や企画文を学校現場で教える意義であるB

但し、今回の授業案では、報告文が企画文を書く上での土台となることを考え,

報告文(レポート)を中心とした授業を構想している。単に土台と言ってもわか

りにくいので、説明を加える。観点は二つある。第一に、表現の面で土台となる.

企画書は企画を「報告」するものであるから、基本的な表現形式は変わらない。

第二に、内容の面で土台となるoデータを報告することを主目的とするのが報告

文であり、そのデータをもとに企画し、提案するのが企画文であるからだ。

以上のことを跨まえ、今回の目標を以下のように設定する。

①報告文(レポート)を書くことの意義を理解させる。

②報告文(レポート)の書き方を理解させ、身につけさせる。

③客観的で科学的なものの見方を身につけさせる。

④　どういった書き方をすれば簡潔でわかりやすい文章になるかを理解さ

せ、そういった書き方を身につけさせる。

⑤情報の収集の仕方,整理の仕方を身につけさせる。

以下、 「報告文(レポート)」は、 rレポート」と表記することを追記しておくn
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2.指導の要点

レポートには大まかにいって2種類ある.一つは、教科書に取り上げられてい

る「私たちの学校における読書の実態」のように、データの報告自体を目的とす

るものである。これは後の判断に役立てるための材料を提供することを目的とし

たレポートと言える。これをこの節では便宜的に「データレポートjと名づける

-こととする。もう一つは、目的があり、明確にその目的を果たした結論を報告す

るレポートで、本節ではそれを「結論レポート」と名づけることとするOこれは、

企画文に近い性質を持つものである.本節で目標とするのは、この「結論レポー

ト」を書けるようになることである.なぜなら、 「データレポート」は、 r結論レ

ポート」の中に組み込まれているため、 「結論レポート」を書けるということは、

同時に「データレポート」も書けることを意味するからである。

レポートは、三段論法の型に当てはめてみると、尾括型と考えることができる。

即ち、 「テーマ+論証+主題」の三段からなる作文型である。単一の単元として終

わらせてしまわないよう,三段論法の思考も意識させながら、レポートに取り組

ませるのがよいだろう。

本教材では、実際の生徒によるレポートと、情報の収集と整理の方法が述べら

れているO 「私たちの学校における読書の実態」では、アンケートによる調査のみ

がなされているが, 「情報の収集と整理」で、情報収集の手立てがアンケートに限

らないことを理解させることができるだろう。それを踏まえることで、授業に広

がりが出てくるだろう.一口に「広がり」と言っても、その広げ方は一様ではな

く、様々な方向へ広げていくことができる.例えば、情報教育の方に重点を置く

広がり方も考えられるだろう。しかし,今回は、報告文が書けるようになること

を目的としているoそこで今回は、報告文の中の「調査」のバラエティを増やす、

という方向に広げていきたい.

また、本教材では、あまりレポートの書き方には言及していない。適宜.第-

学習社『国語表現I』 pp-78-pp.79 「レポ-トを書く」に挙げられたレポートの

書き方や発表する場合の留意点を参照しつつ、教師による手引きをしていきたい.

3.対象学年

高校2年生を対象とする。時期は二学期とする.

高校2年生の二学期という時期を考えてみると、本当に自由で楽しかった時期

だという印象がある。クラブでは自分達が先頭に立ち、勉強では3年生ほど追い
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詰められることもない。学校行事も多く、様々なことができる時期である.

そうした時期だからこそ、こうした報告文というのは,重要になってくる.実

際に報告文を書かない辻しろ、報告文的思考は大切な要素である.ここで報告文

的思考とは,データを踏まえて判断する思考のことである.

こうした思考がなぜ必要なのか考えてみる.

例えばクラブ.どのように活動をしていけはいいのか、どのように練習をして

いけばいいのか、どうすれば後輩はついてくるのか。こうしたことに悩むことは

この時期に多いと思う。悩んだときに、悩みを解決する手立てを与えてくれるの

がデータであるDデータというとあまりに冷たい感じがするが、例えば先輩に去

年はどのようにやっていたかを聞いてみるであるとか、本で調べてみるであると

か、そういうことである。そうして集めたデータによってこれからの方針である

とか、やるべきことであるとかが見えてくる.

何もこういった思考を必要とするのはクラブだけではない。合唱祭然り,文化

祭然り、修学旅行然り。いろいろな場面でこういった思考は必要になってくる。

あるいは、思考だけでなく実際に報告文という形で書くことを求められる場面も

あるだろう。

こういったことを踏まえると、この学年のこの時期に報告文を教えることは大

変意義深いことだと言える。

4.評価の観点

・蘭潔でわかりやすい報告文が書けるようになったか

・情報の収集・整理ができるようになったか

・報告文的思考を身につけることができたか
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5_　学習指導の展開例(4時限)

次 . 時 指導目標 学 習活動 . 指導上の留意点

1 1 l. レポ ー トの書 き 導入 1. これか.ら数 時 間 か ○ あ とか ら 自分 が

方 を理解す る。 け ↑ V :¥'-. - トや 書 くのだ と.い う

2 . 具 体 例 と し て くと.い うこ とを 理 こと を常 に意 識

「私 たち の学校 解 す る。 させてお く。

にお け る読 書 の 2 . ワー クシー トを見

..実 態」 を読 み 、 なが ら、 レポー ト

実 例 の中 で レポ の書 き方 を押 さ え

「 .トの書 き方 の る。

埋解 を深 める。 3. ワ「 クシー トの レ

ボー トの書 き方 に

そ って、「私 たち の

学 校 にお ける読 書

の実 態 」 を分析 す

. .る。

2 2 .1∴ 蘭 潔 でわか りや 準備 1. 「情 報 の収集 と整 O .図 書 館 で の活 動

す い レポー トが 理 」 を参 考 に、 情 を行 う0

0 テ ー マが 簡 力の

書 け るよ う にな 報 の 収集 法 、整 理

るO 法 を理解 させ る0

2. 情 報 の収 集 と整 2ー レポ ー トの テー マ

理 を どの よ うに を決める0

3. ワー ク シー トに記

入 しなが ら、 レポ

ー トを書 く準 備 を

す る0

4. ワー ク シー トを記

入 し終 えた ら、 文

献 や 資料 を用 いて

情 報 を集 めた り、

J ア ンケー トの原 稿
を作 った りす る0

範 囲 を埠 えな い

す れ ばい いの か よ う、教 師 は常

理解す る0 に留意 するe
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次 時 指導 目標 学習活動 指導上の留意点

3 1. 情報の収集 と整 調査 1. 実 際 に調 査 を行 ○ 図書館での活動

理ができるよう う0

乳 集めた情報の解釈

や分析を行 う。

を行 う。

になる0 ○ アンケー トなど

を行お うと思 っ

て いる生徒は、

遅 くともこの時 .

間 にアンケー ト

の原稿 を完成 さ

せ 、アンケー ト

がで きるように

準備をさせる。

4 1. 「レポー トの書 完成 lI 自分の決めたテー ○ 分量は指定 しな

き方」にしたが マで レポー トを書 い。 ワークシー

つて レポー トが く。 トに記入 した も

書けるようにな の をもとに1 筒

る0 潔で分か りやす

い文章を書かせ

る0

後 日

1. 文集形式で作品を ○ 教師は、学習者

まとめ、 クラス全 の 作 品 を .評 価

員に渡す。 し、 どこをどう

改善 して いくと

よ り.よくなるか

の コメン トを付

して 本 人 に 渡

す q
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第1次第1時指導案

【本時の目標】

・レポートの書き方を理解する。

・具体例を分析する。

・レポートを書く意義を考えさせる.

学習活動 指導上の留意点

○　レポートにはどういった種類があるか

を考える。

○　レポートを書くことの意義は何かを考

える.

〇　日分が「私たちの学校における読書の

実態」を書いた人になって、ワークシ

ート②・③・④・⑤に記入していく。

O 「私たちの学校における読書の実態」

の良いところ、改善したほうがよいと

ころを考える。

〇　本単元の学習内容を説明する。

○　発表させる.

無理に全てを喋らせない.挙がらなけ

れば教師から出してもよい。

C)発表させる。

同じく無理に全てを喋らせない.挙が

らなければ教師から出してもよい。

○　ワークシート①を配布し、レポートの

書き方について説明する。 「データレ

ポート」 「結論レポート」の違いも説

明し、 「私たちの学校における読書の

実態」が「データレポート」であるこ

とを理解させる。同時に、生徒達が書

けるようにするのは、 r結論レポート」

であることを告げる。

○　ワークシート②・③・④・⑤を配布す

る。

○　机閥指導をする

○　発表させる。

○　ノートに記入させる。

○　机間指導をする

○　発表させる。改善したはうがよいとこ

ろがあれば、できるだけ、どう改善し

たはうがよいかまでを発表させる。

〇　二欠[・I/Jゝ:".*J三郎<.:.i-.;ミ　トを.11・・ご*-- 'ゾ)

の調査をしたり、アンケートを作成し

たりすることを告げる。

○　次の授業までになるべく自分がレポ

ートを書く際のテーマを決めておく
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学習活動 指導上の留意点

よう指示する0

○ 次時の奉告をする。
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第2次第2時指導案

【本時の目標】

・レポートの目的や調査の方法など、ポイントとなる言葉を簡顔にかつわかりや

すくまとめて書けるようになる。

・情報の収集・整理をどのようにすればいいのかを理解する。

学習活動 指導上の留意点

0 「情報の収集と整理」から、情報の収

集法及び整理法を学ぶ。

○　テーマを決める。

○　ワークシート②に記入していく.

○　ワークシート②に記入し終えたら、教

師に見せる。

○　図書館内で、文献やインターネットを

○　図書館に集合させる。

0　本時の学習内容を説明する。

O r情報の収集と整理」を参考に、情報

の収集方法及び整理法を学ばせる。そ

の際,それぞれの収集方法の場合に留

意すべきことも一緒に伝える。例え

ば、アンケートなどを行うなら、目的

などと照らし合わせてその対象が適

当かどうか、インターネットや文献を

利用する場合ならその情報の出所を

明らかにすることなどである。

○　ワークシート②・⑦を配布する。ワー

クシート⑦については先ほどの情報

の収集法及び整理法の謡と絡めなが

ら、使い方を説明する。

○　長くだらだらとした文章をここに書

き込ませない。最低限必要な情報だけ

を書かせる.これによって、レポ∴ト

を書くときの骨組みをはっきりさせ

る.

○　目的とテーマ、調査の方法がきちんと

流れているかを確認するとともに、テ

ーマ設定に無理がなさすぎないかな

ども確認する。考え直す必要がある場

合は、どういう点がまずいのか、どう

すればいいのかを学習者に伝え、そこ

を訂正させる。

〇　本の探し方がわからない学習者や、イ
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学習活動 指導上の留意点

使った情報収集をしたり、アンケート ン夕ーネットの利用法がわからない

の原稿を作ったりする0 学習者、また、そ由他困ったことがあ

る学習者には常に対応できるように

しておく必要がある0

0 次時の予告をする。
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第2次第3時指導案

【本時の目標】

・情報の収集と整理ができるようになる。

・情報の分析や解釈ができるようになる。

・情報収集の結果をわかりやすいかたちにまとめることができる.

学習活動 指導上の留意点

〇本時のうちになるべく情報収集が終わ

るようにする。

○　情報を収集する。

0　情報収集が済んだ学習者から、情報収

集の結果をワークシート③に記入して

いく。

○　収集した情報をどのようにまとめたら

わかりやすいかを考え、ワークシート

④に記入させる。

○　情報収集の結果をワークシート③に記

入し終えた学習者から、情報の分析や

解釈をし、ワークシート⑤に記入して

いく。

○　ワークシート⑤に記入し終えた学習者

から、今回の結果を総合的に判断して

の自分の意見をワークシート⑥に記入

していく。

○　図書館に集合させる。

〇本時と次時の活動内容を説明し、情報

収集のためにとる時間は本時しかな

いことを告げる。

○　ワークシート③・④・⑤・⑥を配布す

る。今回書こうとするのは「結論レポ

ート」なのでワークシート⑥があるの

だということを説明する。

○　前時同様、本の探し方がわからない学

習者や、インターネットの利用法がわ

からない学習者、また、その他困った

ことがある学習者には常に対応でき

るようにしておく必要がある.

○　今回の調査の結果に適した表現形式

を選ばせる。例)表・グラフ・箇条書

きなど。

○　テーマに対して、この情報から何がわ

かるのか.どういったことが言えるの

かを書かせる。

○　ここでもだらだら書かせない.箇条書

きでも良いし、むしろそのようが良い

かもしれない。

○　次時の予告をする。
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第2次第4時指導案

【本時の目標】

・目的・方法・結果・結論・参考文献の形式がきちんとしたレポートが書けるよ
うになる。

・誰もが納得できるレポートが書けるようになる。

学習活動 拾導上の留意点

〇　本時の学習内容を説明する.

○原稿用紙とB 5の白紙を一人一枚ず

つ配布する。必要があれば追加するこ

とも可能。

○書きあがらなかった学習者は次の週

までに書き上げて提出させる。

○　今後の説明をする。今後,次の週まで

に書き上げたレポートを回収し、文集

にして全員に手渡す。それとは別に、

教師が添削、評価し、良い点や改善し

たはうが良い点を書いてレポートを

返却する。

○　ワークシート①～⑦を使って、レポー

トを書いていく。
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(小説)

【特徴】

どの種類の本が何冊くらい読まれて
いるのかが見やすい。

【特徴】

それぞれの種類の本について、何冊くら

い読む人の割合が多いのかを見やすい.

【特徴】

一つの種類の本について.何冊くらい

読む人の割合が多いのかを見やすい.

3つ並べれば、それぞれの割合を見る
こともできる。
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6_　授業のポイント

本授業のポイントは二つある.一つは、本授業の根幹にある、 「社会では要求

されながらも学校教育の場では教えられることが少ない」レポートの書き方を教

えていることである。もう一つは、レポートの書き方を定式化したことである.

定式化することによって、レポートを書くだけでなく、読むことまでも楽にでき

るようになると考える。

この二つの点が、今までのレポート教育に私なりの独自性を加えた部分である

と言えるだろう。

7.今後の課題

今後の課題として5点挙げておく。

第一に挙げなければならないのは、実践を踏まえての改善である。今回の授業

案は、飽くまで机上の空論に過ぎない。そこに実際の生きた生徒はいない。理論

は実践と両輪をなしてはじめて前に進む力を持つ。今回は号の「寒践」が欠けて
いるため、非常に空虚なものになってしまっている。実践をし、そこから学び、

また改善していく必要があるだろう。

第二の課題は,先行事例を踏まえての改善である。今回、授業を構想す`るにあ

たって、あまり多くの先行事例を見ることがなかった。そのため.先行事例を踏

まえての改善や先行事例のよい部分の踏襲などをすることができていない。だか

ら、今後は、先行事例を見、そのよい点・悪い点を分析し,今回の授業に生かせ

るのか生かせないのかを検討し,生かせるものは積極的に組み込んでいく,とい

うステップを踏んでどんどん改善していく必要があるだろう。

第三め課題は、授業のまとめの再考である。今回提示した授業案で駄文集形

式にまとめて生徒全員に返す形をとっている.また、それとは別に、一人一人に

添削した報告文を準却することにしている。これはこれで確かに一つの授業の形

ではあると思うB　しかし、もっとよい方法があるのではないかとも思っているO

発表会などをしてもよかったのかもしれない。第一、第二の課題とも関わるが、

先行事例、実践などを踏まえてこの辺りをもっとつめていきたい0

第四の課題は、入試との関連づけの方法を考えることである。現在、 AO入試

などで、報告文を課すところがあるようだ。しかし、今回はそのあたりのことは

あまり視野に入れていない。そうした試験問題なども導入してより厚みがあり、

なおかつ生徒のモチベーションをある程度保てる授業を構想していく必要があ

るだろう。

第五の課題は. 『報告対象意識』を持たせる方法を考案することである. 『報告

対象意識』とは、誰に伝えるのかの意識のことである。対象によって報告の深さ

や広さは変わってくるし、そこに用いる言葉も変わってくる。だから、きちんと

報告する相手を見据えておく必要がある。しかし、今回の授業では、その点にあ
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まり深く踏み込んでいない。今後、 『報告対象意識』を持たせる方法を考案し、
それをこの授業に組み込んでいく必要があるだろう。

以上5点を、本授業が今後に残した課題とする.

参考文献

江端義夫編『高校実用国語表現教室』広島大学教育学部国語文化教育学研究室、
2002

江端義夫接か『高等学校　国語表現王』第-学習社、 2003

江濁義夫はカ、 『高等学校　国語表現I　指導と研究　下勤第一学習者、 2003

苅谷剛彦『知的複眼思考法-誰でも持っている創造力のスイッチ』講談社+ α
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おわりに

国語表現の相導は裾野が広く、厚みもある。様々な視野を導入して、多くの

試みをしていかなくてはならない。文章の穣軒も多様であるOそれぞれの目的

に即した指導方法が必要である。それ以前に、歴史的な観点に基づいて,いろ

いろな文章に触れさせて、文体の独自性やそれらがその形を見せる必然性につ

いても考えさせていかなくてはならない。

今回は、乱暴にも、四人の学部生(三年生後期)に課屠学習をさせた。彼らに

国語表現指導の済習をさせた。紅端ゼミでの演習結果について、八回分を掲載

することにした。八国分のテーマについては江端が指定したけれども、各自の

指導案作りは、それぞれの独創に任せた。一人、二国分のテーマとした。彼ら

は、一所懸釦こ知恵を出して、指導案を工夫し生み出したようである。私の出

した課嶺の意図を懸命に推し量って、高校生の小論文措尊についての理想を追

いかけたというところかと患われる。

ただし、生徒の理解力を高く硬定しすぎていて、必ずしも、直ぐに実録でき

ないものもありそうである。それは、致し方の無いところかと思われる。経験

不足なので、理論倒れになっているものもある。具体的な作業を通して生徒を

引っ瀬っていく、という熟練者の取る方牡も十分には出来ていない。しかし、

小論文指導の取り組みが少ない現状では、これでも良いo　どんどん、こういう

措草案の試みがなされていくことが大切であるO工夫の見られる帯確実が音潰

されていくことにより、全国各地の轟校で、それぞれの学校の実状に合った指
導案を選択していくことにでもなれば良いのである。

わたくしどもは、従来r説明的文章」との青い方で分類されていた文章を、

r鋭得文」と言い換えることによりて、鮮明な間藤意識を浮き上がらせること

に成功した.教育現場でr説明文」の定掛こ苦しんでい.た人が多かった。しか

し、 「説得文」とすれば、どんな意見文や説明文でも、読み手を説得して、訴

えかけるための文章であることに気づく。 Fl的意織が明確になれば、効果的な

文章が書けるこ誰に何をどんな方鏡で、どこまで載得するかということ、及び

その限界を心得つつ書くことが出果るようになる。こういう理性的な文革掃尊

は、大切である。 ( r感動Jばかりを追いかけてきた従来の作文教育への反省

の一つには、なるであろうか。作文嫌いな子も小論文好きにはなるであろう。 )

新しい提案も沢山、盛り込んだ。どうぞ、ごゆっくりとお読みいただき、何

かの参考になさっていただければ、率いである。まだまだ、観念的だったり、
抽象的すぎたりして、具体性に欠けるところが多い。さらに、精進していかな

くてはならないと思われる。

(江輔)
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